


　
毎
年
冬
季
に
流
行
を
繰
り
返
し
、
健

康
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
感
染

症
で
す
。
突
然
の
高
熱
、
節
々
の
痛
み
、

全
身
の
だ
る
さ
な
ど
で
始
ま
り
、
普
通

の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
の
症
状
が
強
く
、

気
管
支
炎
や
肺
炎
を
併
発
し
重
症
化
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
や
、
呼

吸
器
、
心
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
を
持

つ
人
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
死

亡
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

　
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
人
混

み
を
避
け
る
こ
と
。
家
に
帰
っ
た
ら
手

洗
い
、
う
が
い
を
す
る
こ
と
。
十
分
に

休
養
、
栄
養
を
と
る
こ
と
。
こ
れ
ら
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
流
行
前
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
も

有
効
で
す
。
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
」

と
思
っ
た
ら
、
あ
ま
り
我
慢
し
な
い
で

早
め
に
診
察
を
受
け
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
義
務

で
は
な
く
本
人
の
希
望
に
よ
り
行
う
も

の
で
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
医

師
と
相
談
し
て
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
す
る
前
の
12
月
上
旬
ま
で

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
10
月
か
ら
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
両
方

に
対
す
る
混
合
（
3
価
）
ワ
ク
チ
ン
が

供
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象

○
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
市
民

　
市
か
ら
『
笛
吹
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
予
診
票
』
を
郵
送
し
ま
す
。

○
接
種
日
現
在
で
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
市
民
で
次
の
方

・
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が

い
を
有
す
る
方

・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
障
が
い
を
有
す
る
方

※
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
主
治
医

と
相
談
の
う
え
健
康
づ
く
り
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間

平
成
22
年
10
月
1
日
〜
平
成
23
年
1

月
31
日

（
実
施
期
間
中
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
人
は
、
誕
生
日
の
前
日
か
ら
残

り
の
期
間
と
な
り
ま
す
）

▼
接
種
場
所

　
市
と
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関

※
必
ず
事
前
に
予
約
を
行
い
、
指
定
日

に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
費
用

　
接
種
費
用
の
う
ち
2
0
0
0
円
を

市
が
助
成
（
1
人
1
回
限
り
）
し
ま
す
。

医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
費
用
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
差
額
分
は
本
人
負

担
に
な
り
ま
す
。

※
接
種
の
際
に
は
、
必
ず
市
か
ら
届
い

た
予
診
票
を
医
療
機
関
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当
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9
0
1

■H18�■H19�■H20�■H21

■H18�■H19�■H20�■H21

60

50

40

30

20

10

0
20
歳
代

受
診
率（
％
）

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
以
上

70

60

50

40

30

20

10

0
20
歳
代

受
診
率（
％
）

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
以
上

　
市
で
は
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、

19
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
が
ん
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
子

宮
が
ん
検
診
受
診
者
は
３
８
８
６
人
（
22

・
8
％
）
で
、
乳
が
ん
検
診
受
診
者
は
５

４
２
０
人
（
32
・
2
％
）
で
し
た
。
特
に
、

子
宮
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利

用
し
て
受
診
し
た
20
歳
〜
30
歳
代
の
方

が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
は
定
期
的
（
無
症

状
の
時
）
に
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
、

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が
り
、

健
康
の
保
持
・
増
進
、
死
亡
率
の
低
下

に
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

人
の
中
で
は
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
で

数
名
の
方
が
病
気
を
早
期
に
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
の
が
ん
検
診
受
診
率
を

50
％
に
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

昨
年
度
よ
り
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
」
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
対
象
者
に
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

と
検
診
手
帳
を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
　

　
本
年
度
は
次
の
と
お
り
、
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す

　
ま
だ
、
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
子
宮
が
ん
検
診
　

　
平
成
22
年
4
月
1
日
〜
12
月
31
日

○
乳
が
ん
検
診
　

・
医
療
機
関
検
診
　

平
成
22
年
11
月
1
日
〜
平
成
23
年
1

月
31
日

・
集
団
健
診

お
住
ま
い
の
地
区
で
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
は
12
月
11
日
（
土
）
予
備
日
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当
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（
2
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）
1
9
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アナログ

ご覧のチャンネルは………

放送終了のお知らせ
画面等の表示

すでにUHFアンテナをご使用の場合、
通常はそのままでお使いになれます
が調整・交換（有料）が必要になる場
合があります

①地上デジタル放
送対応のテレビは、
画像のサイズや性
能、機能など様々
です。お近くの電
気店・家電量販店
にご相談の上、ご
自宅に合ったテレ
ビをお求めくださ
い。

②デジタルチューナ
ーまたはデジタルチ
ューナー内蔵録画機
器を取り付ける。

※デジタルチューナ
ーによって機能が
異なります。

※デジタル機能を制
限した廉価タイプ
もあります。

※お使いの受信機に
よって画質などは
異なります。

ケーブルテレビの利用には通常は加
入契約料、月額利用料などの費用が
かかります。

※ケーブルテレビを利用する場合、
アンテナは必要ありません。

※ケーブルテレビ会社によって、また、
契約内容によって料金はかわりま
す。

※お使いの受信機によって画質など
は異なります。

※詳しくは、お近くのケーブルテレ
ビ会社にお問い合わせください。

①地上デジタル放送
対応のテレビ

②の内容、またはケ
ーブルテレビ専用セ
ットトップボックス

（STB）のいずれかを
取り付ける。

アナログ

テレビ

デジタルテレビ

デジタルチューナー

アナログ

テレビ

デジタルチューナー

デジタルテレビ

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年
7
月

1
日
か
ら
の
放
送
終
了
の
お
知
ら
せ
画

面
等
の
表
示
を
経
て
、
7
月
24
日
正
午

に
す
べ
て
の
放
送
が
終
了
（
完
全
停
波
）

し
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
し
な

い
と
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

な
ぜ
、
テ
レ
ビ
放
送
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
の
で
し
ょ
う

　
目
的
の
ひ
と
つ
に
電
波
の
有
効
利
用

が
あ
り
ま
す
。
放
送
に
使
用
で
き
る
電

波
は
一
定
の
周
波
数
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
使
用
し
て
い
る
過
密
な
周
波

数
帯
域
は
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
余
裕
が
で
き
ま
す
。
空
い
た
周
波
数

帯
域
を
、
防
災
、
交
通
事
故
防
止
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
利
用
で
き
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
に

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
受
信

機
が
必
要
で
す
。
受
信
機
は
、
新
た
に

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
ほ
か
、

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
加
入
し
て
い
る
（
も
し
く
は
新
た

に
加
入
す
る
）
場
合
に
は
U
H
F
ア
ン
テ

ナ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
個
別
に
ア
ン

テ

ナ

で

受

信

し

て

い

る

場

合

に

は

U
H
F
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。
現
在

ご
使
用
中
の
U
H
F
ア
ン
テ
ナ
が
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
帯
域
に
対
応

し
て
い
な
い
場
合
、
新
た
に
設
置
・
調

整
等
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準

備
に
当
た
り
、
「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
方
や
「
テ
レ
ビ
を

買
っ
た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で

き
な
い
」
と
い
う
方
に
は
、
デ
ジ
サ
ポ（
総

務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）
が

お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
デ
ジ
サ

ポ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
政
府
は
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
購
入
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
購
入
期
限
は
本
年
12
月

末
な
の
で
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
ア
ン
テ
ナ
工
事

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
B
S
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
平
成

23
年
7
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
の
で
、

B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
一
般
的
な
問
合
せ
先

・
デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
　
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
）
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受
付
時
間

　
平
�
�

日
�

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

　
土
日
祝
日
�

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
世

帯
に
対
し
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
1
台
）

の
無
償
給
付
等
の
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象

　
次
の
世
帯
の
う
ち
N
H
K
放
送
受

信
料
が
全
額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世

帯
○
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯

○
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措

置
を
受
け
て
い
る
世
帯

○
社
会
福
祉
施
設
に
入
居
し
、
自
ら
テ

レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
世
帯

▼
内
容

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る

た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
1
台
）」

の
無
償
給
付
、
訪
問
設
置
を
行
い
ま

す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修
等
が
必
要
な
場

合
に
は
無
償
で
改
修
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
共
同
受
信
施
設
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
改
修
経
費
の
う
ち
支
援
対
象
世

帯
が
負
担
す
る
額
の
給
付
を
行
い
ま

す
。

▼
申
込
受
付
期
間

平
成
22
年
4
月
19
日
〜
12
月
28
日
（
消

印
有
効
）

　
天
候
不
順
な
ど
の
理
由
で
支
援
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
支
援
を

希
望
さ
れ
る
方
は
受
付
期
限
に
か
か

わ
ら
ず
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
度
の
支
援
に
つ
い
て
は

現
在
未
定
で
す
。

▼
注
意
事
項

　
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身

で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ

ナ
等
の
費
用
を
清
算
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

○
本
支
援
に
関
す
る
問
合
せ
先

・
総
務
省
　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー
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・
Ｉ
Ｐ
電
話
等
、
右
記
の
電
話
番
号
が

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
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平
　
　
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
、

土
日
祝
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
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に

関
す
る
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・
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Ｐ
電
話
等
、
右
記
の
電
話
番
号
が

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
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平
　
　
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、

土
日
祝
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
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宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
を
財
源
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
が
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
お
こ
な

う
一
環
と
し
て
、
地
域
文
化
の
振
興
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
な
ど
を
は

じ
め
、
地
域
振
興
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
こ
の
助
成
を
受
け
て
一
宮

町
上
矢
作
地
域
の
放
送
設
備
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
2



日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間（予定） 場　　所 部門など

華道・絵画・俳句・短歌・川柳・陶芸
・盆栽・郷土研究・手芸・彫金・きり
絵・レザークラフト・一般応募作
品など

日本刀保存研究・写真・書道

囲碁・一般参加

茶道

邦楽・三味線・コーラス・マンドリ
ン・舞踊・朗読・社交ダンス・詩舞
吟詠・石和第四保育所・石和南小
学校・石和中学校

10月29日（金）
～

10月31日（日）
作品展示

午前9時～午後6時
（31日は午後3時まで）

スコレーセンター
1階�ロビー　集会室

スコレーセンター
2階アートギャラリー

10月31日（日） 囲碁大会 午前9時30分～午後4時 スコレーセンター１階�和室

スコレーダンス　一般参加者
※申込不要・参加無料

11月 3日(水)

お茶会

芸能
フェスティバル

ダンスパーティー

午前10時～午後4時30分

午後1時～4時30分

午後6時30分～9時

スコレーセンター1階�ロビー

スコレーセンター
1階�集会室

スコレーセンター
1階�集会室

　作品部門では10月７日(木)まで作品を募集しています。
▼応募資格　石和町に在住（勤務）している方
■応募・窓口　スコレーセンター文化祭担当　　　　　　　☎�055（263）7959
■問合せ先　石和町文化協会　展示部門責任者　斉藤幸三　☎�055（262）4629

コーラス・舞踊・吟詠・朗読

盆栽・絵画・ちぎり絵・古文書・書
道・写真・押し花・郷土研究・川柳・
短歌・俳句・陶芸・華道など

菊花

囲碁

社交ダンス

11月6日(土)

11月 6日（土）
～

11月 7日（日）

11月 7日（日）

11月13日（土）

芸能発表会

作品展示

親善囲碁大会

ダンスパーティー

菊花展

午前9時30分から

午前9時～午後5時
（7日は午後3時まで）

午前9時～午後5時
（7日は午後2時まで）

午前9時から

午後7時から

笛吹農協御坂西支所
2階�ホール

茶道お茶会 午前9時～午後4時 農村環境改善センター�和室

御坂西小学校体育館

農村環境改善センター�和室

農村環境改善センター�ホール

御坂西小学校体育館前

　文化協会に加入されていない方でも出品できます。出品ご希望の方は、10月20日(水)までに御坂支所にお問い合わせください。
■問合せ先　御坂支所　地域課　文化祭担当　☎�055（262）2271

文化協会表彰・芸能発表開会式（コー
ラス･詩吟・筝曲・舞踊・郷土史・朗読・
保育園太鼓部・中学校ブラスバンド）

絵画・華道・郷土史・写真・書道・菊
花・川柳・短歌・俳句・福寿会・保育
園部会・パッチワーク

11月 3日（水）

開会式典
芸能発表

作品展示

囲碁

将棋

お茶会

午前9時から

午前9時～午後3時30分

午前9時～午後4時

午前10時～午後3時
いちのみや桃の里ふれあい
文化館　和室

いちのみや桃の里ふれあい
文化館
多目的ホール

いちのみや桃の里ふれあい
文化館ロビーほか

いちのみや桃の里スポーツ
公園
体育館

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　和室

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　会議室

水石・盆栽

茶道部　※一般参加自由

■問合せ先　一宮支所　地域課　文化祭担当　☎�0553（47）1111

午前9時受付
午前9時30分から

参加資格：町内居住者（小・中学生
を含む）、勤務者

参加資格：町内居住者（一般･学生
を含む）、勤労者

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

俳句・川柳・書道・美術・写真・短歌・
華道・陶芸・パッチワーク・ちぎり絵・
レザークラフト・フラワーデザイン・
絵手紙・小・中・保育園作品

詩吟・舞踊・コーラス・大正琴・歌謡・
ダンス・伝統文化こども日本舞踊

11月13日（土）
～

11月14日（日）

11月13日（土）

10月中

11月下旬

作品展示

合同発表

囲碁

茶道

将棋

盆栽展

軽音楽の夕べ

午前9時～午後4時

午後12時30分から

午前10時～午後4時

午後1時から

午前9時～午後5時

午後7時予定

午前9時～午後3時30分

碁会所

八代総合会館

若彦路ふれあいセンター

若彦路ふれあいセンター

八代総合会館

若彦路ふれあいセンター

八代総合会館

一般参加（自由）

一般参加（自由）

一般参加・小・中学生（自由）

　作品発表及び芸能発表希望者は、10月31日（日）までに下記までご連絡ください。
■応募先　八代町文化協会会長　金井芳智　☎�055（265）2326
■問合せ先　八代総合会館　文化祭担当　　☎�055（265）4011

俳句・川柳・絵画・書道・写真・盆栽・
茶道・囲碁・陶芸・手芸・押花・きり絵・
煎茶・絵手紙・かな習字・囲碁（大会）・
その他団体

詩吟・邦楽・舞踊・大正琴・コーラス・
その他団体

文化功労者・文化協会表彰・文化
祭優秀作品表彰

一般町民・体協・保育園・小中学校・
消防団・朗和会

10月31日（日）

10月30日（土）
～

10月31日（日）

10月30日（土）

作品展示

芸能発表

表彰式

体育大会

午前9時～午後5時
（31日は午後2時30分
まで）

午後1時～午後3時30分

午前11時30分

午前8時20分～午後3時

境川スポーツセンター体育館
境川総合会館

境川スポーツセンター体育館

境川スポーツセンター体育館

境川スポーツセンターグラウ
ンド

■問合せ先　境川総合会館　文化祭担当　☎�055（266）2014

絵画・絵手紙（鎮目）・一般応募作品

写真・短歌・川柳・ちぎり絵・絵手紙・
盆栽・山野草

華道

詩吟･舞踊･民謡･民踊･吟剣詩舞･コー
ラス･郷土芸能･大正琴･箏曲・朗読

囲碁・一般参加

10月30日（土）

10月30日（土）
～

10月31日（日）
作品展

開会セレモニー

舞台発表

囲碁大会

午前9時～午後5時
（31日は午後4時まで）

午前9時から

午前9時30分～午後4時20分

午前10時～午後４時
春日居福祉会館
2階　第3会議室

郷土館

春日居あぐり情報ステーシ
ョン　1階

春日居あぐり情報ステーシ
ョン　2階会議室等

春日居あぐり情報ステーシ
ョン　1階
春日居あぐり情報ステーシ
ョン

■問合せ先　春日居支所　地域課　生涯学習コーディネーター　☎�0553（26）3111

朗読

写真・絵画・書道・短歌・俳句・川柳・華
道・手芸・陶芸・盆栽・郷土研究・きり絵・
ちぎり絵・絵手紙・水石・かな習字

吟詠・詩舞・剣舞

コーラス・マンドリン・三味線・箏曲・
邦楽・大正琴・軽音楽など

茶道

一般参加�申込�055（263）7959

舞踊

煎茶道

囲碁

11月21日（日）

11月20日（土）

11月20日（土）

11月21日（日）

11月20日（土）

開祭式

朗読発表

作品展示

茶会

将棋大会

舞踊発表

茶会

囲碁大会

音楽発表

吟剣詩舞道発表

午後2時～5時

午前9時～9時30分

午前10時～12時

午前10時～午後4時30分

午前9時～午後3時

午前10時～午後1時30分

午前10時～午後3時

午前10時～午後4時

午前10時～午後3時

午前10時～午後3時

午前10時～午後4時

スコレーセンター集会室

石和図書館�2階�視聴覚ホール

石和中学校�体育館

スコレーセンター集会室

スコレーセンター会議室・研修室

スコレーパリオ�2階�実習室

スコレーセンター集会室

スコレーセンター会議室・研修室

スコレーパリオ�2階�実習室

■問合せ先　スコレセンター文化祭担当　☎�055（263）7959



　国立社会保障・人口問題研究所が出している笛吹市の人口推計では、2005年の71,711人が、

2035年には63,642人（88.7%）となるとしています。社会構造が確実に変化している今、地域

でも、家庭でも、労働の場でも、今までのやり方では、制度を維持していくことが難しくなってい

ます。

　推進委員会では、アンケート結果から見えてきたことを次期プランにいかせるよう、調査研究を

していきます。なお、全アンケート結果は、市ホームページに掲載されています。

　保育・介護に対するサービスの充実と同時に、制度や施策の制定・見直しを市民が望んでいるこ

とがわかります。

*市民アンケートは、18歳～79歳の市民1,000人を対象に4月23日～5月17日に実施し、36.5%の回収

率でした。

②男女共同参画社会を実現するために市はどんな点に力を入れていくべきか。

　「賛成」、「どちらかといえば賛成」とする人の割合は、笛吹市45%、全国41%、「どちらかといえ

ば反対」、「反対」とする人の割合は、笛吹市、全国とも55%でした。笛吹市では、「賛成」、「どちら

かといえば賛成」とする人より「どちらかといえば反対」、「反対」とする人のほうが10%多いこと

がわかります。

　私たち推進委員が推進している「輝け男女笛吹プラン（笛吹市男女共同参画計画）」が、平成18年に策

定されてから5年目を迎えています。このプランは取組期間が5年間ですので、本年度末をもって改定する

必要があります。

　推進委員会では、次期プランの策定に向け「プラン策定委員会」を立ち上げ、目下検討を行っています。

この活動の中で、現行プランの実施状況を検証するため、市民の皆さんにアンケートをお願いしました。

結果がまとまりましたので、一部を紹介します。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

次のプランに
いかせそうね～

アンケートをす
ると、色々なこと
がわかってくるね

笛ちゃん 吹ちゃん

保育施設・保育サービス、高齢者や病人の介護施設・介護サービスを充実する 23%

男女平等を目指した制度や施策の制定や見直しを行う 16%

女性を政策決定の場に積極的に登用する 10%

職場における男女の均等な取り扱いについて啓発し徹底を図る 10%

女性の就業の機会を増やすことや、女性の職業教育や職業訓練を充実する 10%

学校教育や社会教育・生涯学習の場で男女共同と男女平等の学習を充実する 8%

各種団体の女性リーダーを育成する 6%

その他 17%

ダリア祭りで太鼓をたたく齊藤米子さん（左から3人目）

　
２
０
０
８
年
か
ら
２
年
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
日
系
社
会
シ
ニ

ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
活
動
し

て
い
た
齊
藤
米
子
さ
ん
（
八
代
町
）
が
帰

国
さ
れ
、
帰
国
報
告
が
届
き
ま
し
た
。

　
７
月
に
、
温
暖
な
冬
の
サ
ン
パ
ウ
ロ

か
ら
日
本
に
帰
国
し
、
暑
い
夏
に
驚
い

て
い
ま
す
。

　
私
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
日

伯
援
護
協
会
の
老
人
ホ
ー
ム
「
ス
ザ
ノ
・

イ
ッ
ペ
ラ
ン
ジ
ャ
ホ
ー
ム
」
で
活
動
し

ま
し
た
。

　
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
毎
年
３
月

８
日
に
ダ
リ
ア
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

園
内
に
色
鮮
や
か
な
ダ
リ
ア
約
１
５
０

０
本
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
祭
り
の
当

日
に
満
開
に
な
る
よ
う
に
開
花
を
調
節

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ダ
リ
ア
は
、

日
本
唯
一
の
ダ
リ
ア
園
を
も
つ
山
形
県

川
西
町
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
１
９

９
５
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
祭
り
で

は
、
地
元
ス
ザ
ノ
近
郊
の
婦
人
部
が
腕

に
よ
り
を
か
け
て
、
う
ど
ん
、
や
き
そ

ば
、
寿
司
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の
日
本
食

を
販
売
し
、
ダ
リ
ア
の
球
根
も
販
売
さ

れ
、
そ
の
収
入
が
園
の
維
持
費
の
一
部

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
舞
台
で
は
、
歌

謡
シ
ョ
ー
、
太
鼓
、
日
本
舞
踊
な
ど
が

行
わ
れ
、
入
園
者
も
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

「
春
が
来
た
」
な
ど
の
日
本
の
童
謡
や

唱
歌
を
歌
い
、
来
園
者
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
他
、
８
月
末
に
は
イ
ッ
ペ
ー
祭

り
が
行
わ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
花
で
あ

る
イ
ッ
ペ
ー
１
０
０
０
本
が
来
園
者
を

出
迎
え
ま
す
。
５
月
に
は
４
つ
の
老
人

施
設
で
運
動
会
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
競
技
も
、
車
椅
子
や
介
助
の
必
要
な

高
齢
者
で
も
安
全
に
楽
し
く
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
特
別
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
日
常
的
に
散
髪
、
コ
ー

ラ
ス
、
作
業
療
法
士
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
来
園
し
、
施
設
を
支
え
て
い
て
、

日
系
社
会
全
体
で
助
け
合
っ
て
い
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。

　
施
設
に
配
属
さ
れ
た
た
め
、
な
か
な

か
休
み
が
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ブ
ラ

ジ
ル
国
内
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
き
れ
ば
来
春
の
ダ
リ
ア
祭

り
に
あ
わ
せ

て
再
訪
し
、

日
系
社
会
の

各
施
設
な
ど

ブ
ラ
ジ
ル
国

内
を
回
り
た

い
と
思
い
ま

す
。

　
平
成
23
年
成
人
式
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
23
年
１
月
９
日
（
日
）

　
受
付
　
午
後
１
時

　
開
式
　
午
後
１
時
30
分

▼
会
場

　
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
笛
吹
市

成
人
式
に
参
加
希
望
の
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

☎
０
５
５
（
２
６
１
）
３
３
３
９

　平成23年成人式に伴い、成人式を
お手伝いしてくださる高校生ボラン
ティアを募集します。あなたも、成
人を迎える先輩の皆さんを一緒にお
祝いしてみませんか。
　詳細についてはお問い合わせくだ
さい。

▼ボランティア内容予定
　受付などの会場内の簡単な業務

スコレーセンターで行われた成人式の様子

スコレーセンター石 和 会 場

御坂農村環境改善センター御 坂 会 場

いちのみや桃の里ふれあい文化館一 宮 会 場

八代総合会館八 代 会 場

境川総合会館境 川 会 場

春日居あぐり情報ステーション春 日 居 会 場

芦川ふるさと総合センター芦 川 会 場



おたんぞうさん

成田堰（なりだせぎ）

　
笛
吹
市
は
、
扇
状
地
の
肥
沃
な
土
壌

と
灌
が
い
用
水
の
普
及
を
背
景
に
桃
、

ぶ
ど
う
の
生
産
日
本
一
の
果
樹
地
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
か
つ
て
市

内
に
は
水
不
足
、
日
照
り
に
悩
ま
さ
れ

た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　
御
坂
町
金
川
原
区
一
帯
は
金
川
の
氾

濫
が
も
た
ら
し
た
石
や
砂
が
厚
く
堆
積

し
、
「
月
夜
で
も
焼
け
る
」
と
い
わ
れ
、

農
業
用
水
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
金
川
か

ら
水
を
引
い
た
成
田
堰
（
な
り
だ
せ
ぎ
）
、

夏
目
堰
（
な
つ
め
せ
ぎ
）
な
ど
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
が
こ
れ
ら
の
水
に
は
厳
格
な

水
利
権
が
設
定
さ
れ
、
勝
手
な
使
用
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
各
地
区
に
伝

わ
る
古
文
書
に
は
水
争
い
に
関
す
る
訴

訟
文
書
も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
御
坂
町
蕎
麦
塚
区
に
は
、
「
お
た
ん
ぞ

う
さ
ん
」
と
よ
ば
れ
る
雨
乞
い
の
お
地

蔵
様
が
あ
り
ま
す
。

慶
長
（
け
い
ち
ょ
う
）

２
（
１
５
９
７
）
年
頃
、

御
坂
町
下
野
原
区
の

清
泉
庵
（
せ
い
せ
ん
あ

ん
）
の
故
心
禅
師
に
胆

蔵
（
た
ん
ぞ
う
）
と
い

う
弟
子
が
い
ま
し
た
。

胆
蔵
は
毎
日
、
蕎
麦

塚
区
と
二
階
区
の
境

に
あ
っ
た
池
で
の
水

汲
み
が
日
課
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、

胆
蔵
が
池
に
落
ち
た

夢
を
み
た
と
清
泉
庵

に
滞
在
し
て
い
た
弾

誓
上
人
（
だ
ん
せ
い
し

ょ
う
に
ん
）
に
話
し
た

と
こ
ろ
、
上
人
は
胆

蔵
の
身
代
わ
り
と
し

て
お
地
蔵
様
を
つ
く
り
、

胆
蔵
地
蔵
と
名
づ
け

て
池
に
沈
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の

池
は
胆
蔵
池
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
お
地
蔵
様
は
後
の
堰
（
せ

き
）
の
工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
、
水
に
ま

つ
わ
る
お
地
蔵
様
で
あ
る
と
し
て
、
い

つ
か
ら
か
雨
乞
い
地
蔵
と
し
て
信
仰
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
農
業
の
形
態
が
変
化
し
て
あ

ま
り
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
か

つ
て
は
６
月
の
田
植
え
の
時
期
に
な
る

と
村
人
は
こ
の
お
地
蔵
様
を
縄
で
巻
き
、

水
を
か
け
て
雨
乞
い
を
し
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
雨
が
降
ら
な
い
場
合
は
お
地

蔵
様
を
溜
池
（
た
め
い
け
）
に
入
れ
て
引

き
回
し
た
そ
う
で
す
。
す
る
と
、
不
思

議
と
雨
が
降
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

　　
現
在
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
で
治
療
中
の
方
も
、
笛
吹
市

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
後
述
の
指

定
医
療
機
関
で
も
、
特
定
健
診
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
希
望
者

に
は
既
に
、
受
診
券
（
ピ
ン
ク
の
用
紙
）

を
発
行
し
て
あ
り
ま
す
。
有
効
期
間
は
、

12
月
末
ま
で
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
や
風
邪
等
の
流
行
で
医

療
機
関
が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
め
に
健
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　
ま
だ
、
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方

は
、
国
民
健
康
保
険
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
集
団
健
診
（
特
定

健
診
）
・
国
保
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
方

は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
か
ら
74
歳
の
方

（
昭
和
11
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
46
年

３
月
31
日
生
ま
れ
）

▼
自
己
負
担
　
１
５
０
０
円

▼
指
定
医
療
機
関

　
石
和
共
立
病
院
・
黒
澤
内
科
・
ク
ア

ハ
ウ
ス
石
和
・
小
林
医
院
・
三
枝
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
清
水
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

し
む
ら
医
院
・
長
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

笛
吹
中
央
病
院
・
篠
原
医
院
・
望
月

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
古
屋
医
院
・
御

坂
共
立
診
療
所
・
一
宮
温
泉
病
院
・

中
里
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
D
M
・
八
代

戸
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
境
川
診
療
所
・

花
の
丘
た
ち
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
三

科
医
院
・
芦
川
国
民
健
康
保
険
診
療
所
・

加
納
岩
総
合
病
院
・
山
梨
厚
生
病
院

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
保
健
指
導
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　　
平
成
22
年
６
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
１
万
８
４
６
３
円
で
、
今
年

度
の
給
付
費
で
は
最
高
額
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
６
月
と
比
較
し
て
、
１

３
４
４
円
〈
＋
７
・
９
％
〉
も
上
が
り
、

前
年
同
月
か
ら
の
増
加
は
４
カ
月
連
続

と
な
り
ま
し
た
。
医
療
費
の
増
加
は
、

国
保
税
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
で
医
療
費
の
節
約
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
安
定
し
た
国
保
運
営
の
た

め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
病
歴
や
体
質
を
把
握
し
て
も
ら
え
る

の
で
、
適
切
な
対
応
を
し
て
も
ら
え
ま

す
。

　
上
手
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と

は
、
医
療
費
の
節
約
と
と
も
に
自
分
自

身
の
健
康
維
持
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ま

ず
、
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

一人当たり療養給付費

19,000

18,000

17,000

16,000

15,000

H20.6
15,517

H21.6
17,119

H22.6
18,463

〈参考〉
H22.5
16,610



　　
井
伏
鱒
二
と
飯
田
龍
太
は
、
共
に
渓

流
釣
り
を
趣
味
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
井
伏
は
昭
和
の
初
め
頃
か
ら
、
笛
吹

川
や
下
部
川
な
ど
を
年
に
何
度
も
訪
れ

て
、
鮎
釣
り
や
ヤ
マ
メ
釣
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
1
9
5
2
（
昭
和
27
）
年

秋
に
龍
太
と
知
り
合
っ
て
か
ら
は
、
龍

太
が
山
梨
で
の
釣
り
の
同
行
者
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
甲
府
市
在
住
の
貴
石

工
芸
作
家
の
宅
間
正
一
ら
も
加
わ
っ
て
、

県
内
く
ま
な
く
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
、

大
小
様
々
な
河
川
に
分
け
入
っ
て
い
ま
す
。

　
井
伏
鱒
二
に
「
飯
田
龍
太
の
釣
」
と

い
う
随
筆
が
あ
り
ま
す
。
龍
太
の
釣
り

の
姿
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
風
に
述
べ
て

い
ま
す
。

…
ひ
つ
そ
り
と
静
か
に
釣
つ
て
ゐ
る

や
う
で
あ
つ
た
。
し
ん
と
し
た
感
じ

を
出
し
て
ゐ
る
釣
り
か
た
で
あ
る
。

今
に
も
時
雨
を
呼
び
さ
う
な
、
淋
し

げ
な
姿
で
あ
る
。
悪
く
言
へ
ば
ワ
サ

ビ
沢
の
一
本
足
の
案
山
子
み
た
い
だ
。

　
一
方
、
龍
太
は
、
か
つ
て
下
部
の
栃

代
川
へ
行
っ
た
時
の
思
い
出
を
、
随
筆

「
濃
淡
」
の
中
で
語
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
時
は
、
井
伏
、
龍
太
、
宅
間
正
一
と
、

甲
府
の
医
師
の
山
角
司
、
山
梨
日
日
新

聞
社
記
者
で
詩
人
の
小
林
冨
司
夫
と
総

勢
5
人
の
釣
行
で
し
た
が
、
ど
う
い
う

訳
か
全
員
、
成
果
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

…
再
び
不
首
尾
を
重
ね
て
宿
に
戻
る
と
、

井
伏
さ
ん
は
相
変
ら
ず
宿
の
前
の
同

じ
淵
に
綸
を
下
げ
て
い
る
。
そ
の
前

を
仔
づ
れ
の
山
羊
が
、
水
し
ぶ
き
を

上
げ
て
渡
っ
た
。
し
か
し
、
一
向
に

頓
着
し
な
い
。
時
折
、
頭
を
上
げ
て

落
花
を
眺
め
、
胡
桃
の
木
の
懸
巣
を

見
る
。
い
か
に
も
愉
し
げ
で
あ
る
。

　
表
現
は
そ
れ
ぞ
れ
、
龍
太
は
「
時
雨

を
呼
び
さ
う
な
」
「
一
本
足
の
案
山
子
」

と
あ
り
、
井
伏
は
眼
前
の
水
し
ぶ
き
に

も
「
一
向
に
頓
着
し
な
い
」
「
愉
し
げ
」

な
様
子
と
あ
っ
て
、
一
見
、
対
照
的
に

見
え
ま
す
。
し
か
し
、
ふ
た
り
と
も
釣

り
の
成
果
に
執
着
せ
ず
、
む
し
ろ
周
囲

の
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
、
心
を
溶
け

込
ま
せ
る
こ
と
に
徹
し
、
楽
し
ん
で
い

る
様
子
は
、
共
通
す
る
姿
勢
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
精
神
的
な
あ
り
方
を
、
相

手
の
釣
り
姿
に
見
い
だ
し
て
い
く
ま
な

ざ
し
は
、
お
互
い
に
と
っ
て
、
時
に
は

厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

こ
の
相
手
こ
そ
分
か
り
合
え
る
と
い
う

信
頼
に
つ
な
が
っ
て
、
四
十
年
と
い
う

長
い
交
際
を
続
か
せ
た
力
に
な
っ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
び
の
展
覧
会
で
は
、
ふ
た
り

が
互
い
に
贈
っ
た
俳
句
や
詩
の
掛
け
軸
、

文
学
賞
受
賞
の
記
念
に
贈
っ
た
釣
竿
や

帽
子
、
井
伏
が
龍
太
の
主
宰
す
る
雑
誌

「
雲
母
」
に
寄
せ
た
随
筆
の
原
稿
な
ど
、

様
々
な
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
中
で
も
、
ふ
た
り
が
交
わ
し
た
往
復

書
簡
が
、
あ
わ
せ
て
約
四
百
通
と
い
う

数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
近
年
明

ら
か
に
な
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の

何
点
か
を
、
背
景
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
井
伏
の
短
編
小
説
「
カ
ラ
ス
」

が
、
1
9
6
4
（
昭
和
39
）
年
、
雑
誌
「
小

説
新
潮
」
1
月
号
に
発
表
さ
れ
る
と
、

龍
太
は
す
ぐ
「
『
カ
ラ
ス
』
ま
こ
と
に

爽
涼
と
拝
見
致
し
ま
し
た
」
と
書
き
送

り
、
続
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

新
し
い
鎌
が
、
思
つ
た
通
り
に
よ
く

斬
れ
る
時
の
気
分
は
一
段
と
よ
ろ
し

い
も
の
で
す
。
『
カ
ラ
ス
』
の
読
後
感

と
勝
手
に
き
め
込
ん
で
を
り
ま
す
。

　
こ
の
手
紙
に
対
す
る
井
伏
の
返
事
は
、

「
カ
ラ
ス
」
の
終
り
の
方
、
蜜
柑
を

御
隠
居
が
む
し
つ
た
と
き
、
お
か
み

さ
ん
が
、
「
あ
ら
、
あ
ん
な
こ
と
…
」

と
云
つ
て
、
ぽ
つ
と
顔
を
赤
ら
め
る
。

さ
う
い
ふ
風
に
書
く
つ
も
り
の
と
こ
ろ
、

急
い
で
ゐ
た
の
で
書
き
落
し
ま
し
た
。

ど
う
も
書
き
た
い
こ
と
を
書
き
落
し

ま
す
。

　
井
伏
が
書
き
落
と
し
た
と
い
う
場
面

は
、
の
ち
に
単
行
本
に
な
っ
て
刊
行
さ

れ
る
と
き
、
こ
の
手
紙
の
通
り
に
付
け

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
井
伏
は
、
龍
太
へ
作
品
を
褒
め
ら
れ

た
礼
を
一
言
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

代
わ
り
に
創
作
の
大
事
な
秘
密
を
、
さ

ら
り
と
明
か
し
て
い
る
の
で
す
。

　
井
伏
鱒
二
と
飯
田
龍
太
、
ふ
た
り
の

交
流
の
四
十
年
に
は
、
心
豊
か
な
文
芸

交
流
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　
9
月
18
日
（
土
）
〜
11
月
23
日
（
火
）

○
休
館
日
　
9
月
21
日
・
27
日
、
11
月

4
日
・
8
日
・
15
日
・
22
日

井伏鱒二「あの山は誰の山だ　どつしり
としたあの山は」軸装　井伏が飯田家来
遊の際に書いて龍太へ贈った書

▼
主
な
展
示
資
料

・
井
伏
鱒
二
と
飯
田
龍
太
の
往
復
書
簡

日
常
身
辺
の
出
来
事
や
文
壇
の
話
題
、

釣
り
や
旅
行
の
相
談
な
ど
の
話
題
が

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
井
伏
鱒
二
が
飯
田
龍
太
へ
贈
っ
た
「
あ

の
山
は
誰
の
山
だ
」
軸

・
飯
田
龍
太
が
井
伏
鱒
二
へ
贈
っ
た
「
一

月
の
川
一
月
の
谷
の
中
」
軸

・
井
伏
鱒
二
「
荻
窪
風
土
記
」
「
飯
田
龍

太
の
釣
」
原
稿

　
こ
の
ほ
か
、
折
々
の
ふ
た
り
の
姿
を

と
ら
え
た
写
真
、
著
書
な
ど
。

▼
観
覧
料
　
一
般
6
0
0
円
、
大
・
高

校

生

4

0

0

円

、

小

・

中

学

生

2
5
0
円

※
各
種
割
引
券
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
文
学
館

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
0
8
0

　
秋
の
武
田
の
杜
で
笛
吹
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
と
自
然
体
験
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
や
豚
汁
作
り
を
し
ま
す
。

▼
対
象
・
定
員

�
小
学
4
年
生
〜
中
学
2
年
生
　
20
名

▼
日
時
　
10
月
17
日
（
日
）

　
集
合
　
午
前
8
時

▼
集
合
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、
郵
送
・

持
参
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

〒
4
0
6
│
0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
│
1

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

s
h

o
g

a
ig

a
k

u
s
y

u
@

c
ity

.fu
e

fu
k

i.

lg
.jp

　
芦
川
、
そ
こ
に
は
兜
造
民
家
と
石

垣
の
懐
か
し
い
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

　
笛
吹
市
歴
史
講
座
「
芦
川
〜
兜
造

民
家
と
石
垣
の
風
景
」
は
、
講
演
と

現
地
散
策
に
よ
り
、
芦
川
集
落
の
歴

史
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。

兜
造
民
家
と
石
垣
の
風
景
〜

芦
川
古
民
家
講
演
会

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
土
）

　
午
後
1
時
半
〜
4
時
30
分

▼
場
所

　
八
代
総
合
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師
・
テ
ー
マ

伊
藤
裕
久
氏
（
東
京
理
科
大
学
教
授
）

「
芦
川
集
落
の
成
立
と
発
展
」

大
原
一
興
氏
（
横
浜
国
立
大
学
教
授
）

「
芦
川
地
域
の
活
性
化
と
地
域
づ
く
り

＝
先
進
地
の
事
例
か
ら
」

※
団
体
で
参
加
す
る
場
合
は
事
前
に
お

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

兜
造
民
家
と
石
垣
の
風
景
〜

上
芦
川
現
地
散
策
会

▼
日
時
　
11
月
21
日
（
日
）�

集
合�

午
前
9
時

出
発�

9
時
30
分
、
解
散�

午
後
1
時

▼
集
合
場
所
・
内
容

○
市
役
所
八
代
支
所
駐
車
場

○
バ
ス
で
上
芦
川
に
移
動
後
、
東
京
理

科
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
の
学
生
の

案
内
で
現
地
散
策
会
を
行
い
ま
す
。

芦
川
の
歴
史
、
兜
造
民
家
の
特
徴
や

石
垣
の
景
観
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。
農
産
物
直
売

所
「
お
ご
っ
そ
う
家
」
に
も
立
ち
寄

り
ま
す
。

▼
定
員
　
50
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法
・
期
間

　
10
月
25
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）
の
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
の
間
に
、

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
ま
た
、
持
ち
物
等
の
連
絡
は
参
加
決

定
通
知
と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

上芦川絵図

上芦川地区の兜造民家のある風景



　　
境
川
町
に
工
房
を
構
え
、
数
々
の
彫

刻
展
で
受
賞
さ
れ
て
い
る
東
京
学
芸
大

学
名
誉
教
授
広
井
力
氏
は
、
凧
の
収
集

で
も
有
名
で
、
埼
玉
県
春
日
部
市
大
凧

会
館
の
名
誉
館
長
で
も
あ
り
ま
す
。
今

回
の
企
画
展
で
は
、
広
井
氏
の
彫
刻
と

凧
を
展
示
し
、
凧
作
り
教
室
も
開
催
し

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
10
月
5
日
（
火
）
〜
11
月
28
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
に
）

○
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
10
月
12
日

（
火
）・
11
月
4
日
（
木
）・
11
月
23
日
（
祝
）

　
【
11
月
3
日
（
祝
）
は
開
館
し
ま
す
】

▼
入
館
料

　
大
人
�
�
�
�
2
0
0
円

�
小
中
高
校
生
�
1
0
0
円

■
問
合
せ
先

・
春
日
居
郷
土
館

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
1
0
0

・
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

▼
日
時
　
10
月
10
日
（
日
）
、
11
月
7
日

（
日
）
・
14
日
（
日
）

�
午
後
1
時
〜
3
時

▼
定
員
　
各
回
60
組

※
春
日
居
郷
土
館
へ
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

▼
材
料
費
　
1
組
1
5
0
円

▼
持
ち
物

　
小
さ
い
は
さ
み
・
新
聞
紙
一
枚

▼
申
込
締
切

○
10
月
10
日
（
日
）
は
10
月
9
日
（
土
）
午

後
5
時
30
分
ま
で

○
11
月
7
日
（
日
）
・
14
日
（
日
）
は
10
月

29
日
（
金
）
午
後
5
時
30
分
ま
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

春
日
居
郷
土
館

☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
1
0
0

　
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
よ
り

広
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
10
月
24
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所

　
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
内
容

○
発
表
の
ひ
ろ
ば

　
各
種
ス
テ
ー
ジ
発
表

○
体
験
・
学
習
の
ひ
ろ
ば

　
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
　

○
交
流
・
情
報
の
ひ
ろ
ば

　
飲
食
、
福
祉
模
擬
店
な
ど

▼
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間
　
10
月
8
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
昭
和
館
は
、
東
京
都
千
代
田
区
に
平

成
11
年
に
開
館
し
た
、
戦
中
・
戦
後
の

国
民
生
活
上
の
労
苦
を
後
世
代
に
伝
え

る
国
立
の
施
設
で
す
。

　
「
常
設
展
示
室
」
で
は
、
昭
和
10
年
頃

か
ら
昭
和
30
年
頃
ま
で
に
実
物
資
料
・

写
真
・
映
像
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
特
別
企
画
展
」
を
春
期
と
夏

期
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
〒
1
0
2
│
0
0
7
4

　
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
1
│
6
│
1

■
問
合
せ
先
　
昭
和
館

　
☎
0
3
（
3
2
2
2
）
2
5
7
7

　
℻
0
3
（
3
2
2
2
）
2
5
7
5

約700点が展示されている常設展示室

昨年の会場風景（いちのみや桃の里スポーツ公園）

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
�

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
特
別
公
演

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
�

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
華
麗
な
演
奏
を

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
24
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
曲
目

○
W
・
A
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
　
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
協
奏
曲
第
5
番
「
ト
ル
コ
風
」

「
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」

○
L
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
お
も
ち
ゃ
の

交
響
曲
」

○
J

・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
美
し
く
青
き

ド
ナ
ウ
」
�

他

▼
入
場
　
5
0
0
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ

デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト

　
山
梨
を
代
表
す
る
２
人
の
演
奏
家
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
と
ピ
ア
ノ
の
調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
16
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
曲
目
　

○
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

※
愛
の
挨
拶
、
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
他

○
ピ
ア
ノ

※
子
犬
の
ワ
ル
ツ
、
幻
想
即
興
曲
　
他

▼
入
場
　
無
料
　

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
主
催
・
問
合
せ
先

（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

特
別
展
「
甲
斐
源
氏
　
列
島
を

駆
け
る
武
士
団
」
�

▼
日
時

10
月
9
日
（
土
）
〜
12
月
6
日
（
月
）

開
館
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日
（
た
だ
し
11

月
23
日
は
開
館
、
同
24
日
は
休
館
）
�

▼
場
所
　
山
梨
県
立
博
物
館

▼
内
容

　
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含
む
約
１

０
０
点
の
名
品
を
と
お
し
て
、
武
士

の
名
門
と
し
て
全
国
に
展
開
し
た
「
甲

斐
源
氏
」
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
ル
ー

ツ
を
た
ど
り
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

▼
観
覧
料
　
一
般
1
0
0
0
円

講
演
会
「
甲
斐
源
氏
の
世
界
」

▼
日
時

10
月
30
日
（
土
）

午
後
1
時
〜
5
時

▼
場
所
　
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
（
山
梨
県
立
博
物
館
と
な
り
）
�

▼
講
師
　

小
笠
原
敬
承
斎
氏
（
小
笠
原
流
礼
法

宗
家
）

　
野
口
　
実
氏
（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

　
守
屋
正
彦
氏
（
筑
波
大
学
教
授
）
�

▼
内
容
　

　
甲
斐
源
氏
の
歴
史
・
文
化
を
、
小

笠
原
流
礼
法
・
歴
史
・
美
術
の
視
点

か
ら
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
�

▼
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
立
博
物
館
　

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

ピアノ　高田圭さん ヴァイオリン�竹原久美子さん

モーツァルト・アンサンブル・オーケストラ



　
笛
吹
市
体
育
協
会
で
は
、
駅
伝
競
技

を
通
じ
地
域
住
民
の
健
康
と
体
力
づ
く

り
及
び
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

今
年
度
は
一
般
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
資
格

○
1
チ
ー
ム
は
監
督
1
・
選
手
7
・
補

欠
3
・
計
11
名
以
内

○
先
着
20
チ
ー
ム
以
内
と
す
る

○
中
学
生
以
上
の
構
成

▼
日
時
　
11
月
14
日
（
日
）

　
開
会
式
　
　
午
前
9
時

　
ス
タ
ー
ト
　
午
前
9
時
30
分

▼
場
所

○
開
会
式
　
笛
吹
市
役
所
前

○
コ
ー
ス
　
笛
吹
市
内
一
周
（
第
1
区
〜

第
7
区
　
総
走
行
距
離
35
・
6
㎞
）

▼
参
加
料

　
1
チ
ー
ム
3
0
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）

▼
申
込
期
日

　
　
11
月
1
日
（
月
）
ま
で
に
ス
コ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
と

参
加
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
代
表
者
会
議

　
11
月
5
日
（
金
）
午
後
7
時
30
分
よ
り

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
2
階
　
会
議
室

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
医
療
体
験
を
と
お
し
、
感
じ
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
、
ま
た
、
将
来
こ
ん
な
お

医
者
さ
ん
に
な
っ
て
み
た
い
、
看
護
師

さ
ん
に
な
っ
て
み
た
い
と
い
う
夢
や
希

望
を
作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

　
県
内
在
住
者
、
県
出
身
者
、
県
内
で

の
体
験
者

▼
規
定
　
1
2
0
0
字
か
ら
2
0
0
0
字

　
作
品
の
表
紙
に
題
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業（
学
校
名
、

学
年
）
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
締
切
は
10
月
31
日
（
日
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
0
│
8
5
1
5

甲
府
市
北
口
2
│
6
│
10
　

山
日
Y
B
S
事
業
局
「
ふ
れ
あ
い
医

療
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

☎
0
5
5
（
2
3
1
）
3
1
2
1

　
市
で
は
「
農
と
食
と
微
生
物
を
活
か

し
た
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
バ
イ
オ

マ
ス
の
郷
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
郷
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
お
い
て
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
「
土
づ
く

り
学
習
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
者
に
は
、
市
の
実
証
実

験
で
製
造
し
て
い
る
微
生
物
活
性
液
及

び
堆
肥
を
毎
週
月
・
木
曜
日
（
祝
祭
日
を

除
く
）
に
、
こ
の
学
習
会
で
指
定
す
る
場

所
に
て
無
償
提
供
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▼
日
程
　
11
月
中
旬
か
ら
平
成
23
年
1

月
下
旬
に
か
け
て
3
回
を
予
定

▼
場
所
　
市
内
公
共
施
設

▼
内
容
　
E
M
を
使
用
し
た
土
づ
く
り

等
（
基
礎
編
、
応
用
編
）

▼
参
加
費
�

無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
に
て
受
付

※
詳
し
い
日
程
等
は
申
し
込
み
さ
れ
た

方
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
10
月
15
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
の

基
幹
産
業
で
あ
る
果
樹
栽
培
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
、
果
樹
剪
定
講
習
会
を
、

県
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど

専
門
技
術
指
導
員
を
講
師
と
し
て
、
実

施
い
た
し
ま
す
。

�
こ
れ
ま
で
農
業
経
験
の
な
い
方
で
も
、

農
業
の
現
場
で
の
就
労
に
意
欲
の
あ
る

方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
の
郷
を
市
民
の

力
で
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
農
業
技
術
の
習

得
に
意
欲
の
あ
る
方

▼
日
程
　
11
月
中
旬
か
ら
12
月
下
旬
に

か
け
て
11
日
間
を
予
定
（
詳
細
は
申
込

者
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所
　
市
内
各
地
農
園

▼
内
容
　
桃
、
ぶ
ど
う
、
柿
、
ス
モ
モ

の
剪
定
（
受
講
す
る
果
樹
を
選
択
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー

窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

▼
申
込
締
切
　
10
月
20
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
一
宮
支
所
１
階
笛
吹
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
1
3
0

金
川
の
森
公
園
祭
り

▼
日
時
　
10
月
3
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
荒
天
中
止

▼
場
所
　
森
林
公
園
金
川
の
森
「
ど
ん

ぐ
り
の
森
」

▼
内
容

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
足
湯
体
験
、
木
工

体
験
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
）

○
販
売
コ
ー
ナ
ー
（
軽
食
、
野
菜
、
果
物
、

パ
ン
、
植
木
、
木
工
製
品
、
ワ
イ
ン

な
ど
）

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
衣
類
、
日
用

雑
貨
、
遊
休
品
、
手
工
芸
品
な
ど
）

○
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
（
似
顔
絵
研
究
会
）

○
森
の
演
奏
会
＆
祭
り
ば
や
し

　
（
山
梨
園
芸
高
等
学
校
す
い
れ
き
太
鼓

部
、
山
梨
県
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
、
東
原
和
歌
囃
子
保
存
会
）

金
川
の
森
き
の
こ
鑑
定
会

　
専
門
家
に
キ
ノ
コ
を
鑑
定
し
て
も
ら

い
、
食
用
キ
ノ
コ
と
毒
キ
ノ
コ
の
見
分

け
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
9
日
（
土
）

　
受
付
　
当
日
随
時

　
開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

※
雨
天
決
行

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
最
近
、
近
隣
の
野
山
で
採

れ
た
キ
ノ
コ
、
筆
記
用
具

▼
講
師
　
柴
田
尚
氏

　
（
山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所
　
部
長
）

金
川
沿
岸
遺
跡
巡
り

　
公
園
内
の
経
塚
古
墳
・
霞
堤
や
周
辺

地
の
国
分
寺
・
甲
斐
国
分
寺
跡
な
ど
を

見
学
し
て
、
地
域
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
6
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
見
学
場
所
　
金
川
の
森
「
ど
ん
ぐ
り

の
森
外
」
、
公
園
周
辺
地

▼
講
師
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
笛
吹

芦
田
宗
興
氏
（
国
分
寺
住
職
）

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
服
装

及
び
靴
、
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
10
月
6
日
（
水
）
か
ら

▼
共
催
　
笛
吹
市

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
森
の
ど
ん
ぐ
り
を
集
め
て
ク
ラ
フ
ト

を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
13
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
受
付
　
10
月
13
日
（
水
）
か
ら

初
心
者
写
真
教
室

　
公
園
内
の
森
林
な
ど
を
モ
デ
ル
に
写

真
の
撮
り
方
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
撮

影
し
た
写
真
は
、
講
師
が
講
評
し
、
金

川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル
に
展
示
し

ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
27
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

�
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
宮
田
義
之
氏
（
ミ
ヤ
タ
フ
ォ
ト
）

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
カ
メ
ラ
（
三
脚
が
あ
る
方

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
受
付
　
10
月
27
日
（
水
）
か
ら

▼
共
催
　
笛
吹
市

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
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「
も
も
の
里
温
泉
」
で
は
、
第
6
回
と

な
る
収
穫
祭
を
行
な
い
ま
す
。
実
り
の

秋
、
今
年
も
自
然
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り

頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
30
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
雨
天
決
行

▼
場
所
　
「
も
も
の
里
温
泉
」

玄
関
前
コ
ン
コ
ー
ス

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

○
餅
つ
き
大
会
（
無
料
）

・
1
回
目
　
午
後
12
時

・
2
回
目
　
午
後
1
時

○
や
き
い
も
の
実
演
販
売
　
な
ど

■
問
合
せ
先

　
「
も
も
の
里
温
泉
」

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
4
1
2
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日
本
で
は
1
日
に
約
4
人
が
新
た
に

H
I
V
に
感
染
し
て
い
ま
す
。
H
I
V

感
染
や
エ
イ
ズ
を
予
防
す
る
た
め
の
正

し
い
知
識
を
、
子
ど
も
達
に
伝
え
ら
れ

ま
す
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
15
日
（
金
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か�

�視
聴
覚
室

▼
講
師
　
山
田
七
重
氏
（
山
梨
大
学
大

学
院
医
学
工
学
総
合
研
究
部
所
属
　

健
康
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
主
催
　
笛
吹
市
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
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3
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平
成
22
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
各

月
に
お
い
て
、
寝
た
き
り
高
齢
者
や
認

知
症
高
齢
者
を
家
庭
で
常
時
介
護
し
て

い
た
介
護
者
に
、
介
護
慰
労
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
の
で
該
当
者
は
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国

人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
高

齢
者
を
同
一
家
庭
内
で
常
時
介
護
し

た
介
護
者

○
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者

○
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者
（
基
準
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

○
各
月
ご
と
に
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
が
な
い
こ
と
（
入
院
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
が
1
日
で
も
あ
っ
た

月
は
、
非
該
当
と
な
り
ま
す
）

▼
支
給
額
　
月
額
1
万
円

▼
申
請
場
所
・
方
法

　
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
に
備

え
て
あ
る
申
請
用
紙
に
記
入
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間
　
10
月
1
日（
金
）〜
15
日（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
前
回
（
平
成
21
年
10
月
か
ら
22
年
3
月

分
）
受
給
さ
れ
た
方
に
は
、
す
で
に
個

別
通
知
を
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当
　
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
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ま
た
は
各
支
所

　歩くことは健康づくりの出発点です。ウォーキングは有酸素運動であり、継続することによって肥満

解消や、糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病予防、改善につながります。

　市では市民を対象に、「快汗！ウォーキング教室」を開催します。手軽に実施できるウォーキングを

日常生活に取り入れてみませんか。参加ご希望の方は事前にお申し込みください。

※雨天の場合は、ウォーキングは中止になります。運動指導士による講義と室内での軽運動を行います。

▼講師　関本正志氏（健康運動指導士　ARCA山梨）

▼定員　各回30人

▼参加費　無料

▼服装・持ち物　運動のできる服装、履きなれた運動靴、飲み物、筆記用具

▼申込方法　各コースの希望日を選んで、11月５日（金）までに電話でお申し込み

　　　　　　ください。　※定員になり次第、締め切ります。

■申込・問合せ先　健康づくり課　成人保健担当　☎�055（261）1901

内　容

○初級者コース
・運動指導士による講義
　「ウォーキングの基本を学ぼう！」
・正しい歩き方、靴の選び方について

○中級者コース
・運動指導士による講義
　「速歩と脂肪燃焼効果について」
・長距離を歩くときの注意点について

日　時 場　所 対象者

12月7日（火）
午後１時30分～４時

12月14日（火）
午後１時30分～４時

12月10日（金）
午後１時30分～４時

12月17日（金）
午後１時30分～４時

一宮福祉センター
（YLO会館）

境川スポーツセンター
体育館　　　　　　　

一宮福祉センター
（YLO会館）

境川スポーツセンター
体育館　　　　　　　

ウォーキングに関
心がある市民

※中級者コースの
場合は、おおむね
65歳未満で健康上
問題のない方を対
象とします。

　
市
出
身
の
戦
没
者
並
び
に
戦
争
犠
牲

者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
ご

遺
族
、
多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参

列
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
参
列
者
の
服
装
に
つ
い
て
は
、
平
服

と
し
ま
す
。
参
列
す
る
に
あ
た
り
、
特

別
な
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
　
10
月
19
日
（
火
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

�
１
階
集
会
室
　

■
問
合
せ
先

�
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
現
在
お
持
ち
の
「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
金
受
給
者
証
」
は
平
成
22

年
10
月
31
日
に
有
効
期
間
が
満
了
と
な

り
ま
す
。

　
す
で
に
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
は
通
知

を
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
12
日
ま
で
の

日
程
で
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
受
給
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
受
診
に
関

わ
る
重
要
な
手
続
き
で
す
の
で
、
現
在

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
必
ず
更
新

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
10
月
12
日
（
火
）
ま
で

▼
申
請
場
所

　
福
祉
総
務
課
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
及
び
各
支
所

▼
持
参
す
る
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障

害
基
礎
年
金
証
書
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

証
書
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

�
（
複
数
お
持
ち
の
方
は
な
る
べ
く
全
部

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

○
医
療
保
険
証

○
印
鑑

※
平
成
22
年
1
月
1
日
に
笛
吹
市
内
に

住
所
を
有
し
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
1
月
1
日
に
住
民
登
録
し

て
い
た
市
町
村
の
発
行
し
た
世
帯
全

員
分
の
所
得
課
税
証
明
書
（
所
得
状
況

確
認
の
た
め
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
所
得
状
況
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
。

受
給
要
件
に
あ
た
る
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
で
、
現
在
は
所
得
制
限
に
よ

り
受
給
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
も
、

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
給
要
件
に
あ
た
る
障
が
い

○
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
以
上

○
療
育
手
帳
A
判
定

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
2
級
以

上

○
国
民
年
金
法
に
お
け
る
障
害
基
礎
年

金
の
1
・
2
級
の
受
給
者

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
児
童

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
紙
お

む
つ
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象

　
　
市
の
住
民
基
本
台
帳
又
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
平

成
22
年
度
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
方
で
、
次
の
項
目
に
該

当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
尿
失
禁
な

ど
の
た
め
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
方

②
要
介
護
3
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
て
、

尿
失
禁
な
ど
の
た
め
常
時
紙
お
む
つ

を
使
用
し
て
い
る
方

③
重
度
心
身
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手

帳
1
、
2
級
）
で
あ
り
、
常
時
紙
お
む

つ
を
使
用
し
て
い
る
方

※
「
紙
お
む
つ
」
と
は
、
お
む
つ
型
、

パ
ン
ツ
タ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と

り
パ
ッ
ト
の
み
の
使
用
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
①
と
②
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
は
、
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合
は
、

認
定
調
査
表
で
確
認
し
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
の
場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、
状
況
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
期
間

平
成
22
年
4
月
1
日
（
木
）
か
ら
9
月

30
日
（
木
）
（
前
期
分
）

1
カ
月
の
う
ち
半
月
以
上
在
宅
期
間

が
あ
れ
ば
、
支
給
対
象
月
と
な
り
ま
す
。

※
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
制
度
の
た
め
、

入
院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
期
間
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

▼
助
成
額
　
月
額
4
0
0
0
円

▼
申
請
期
間

　
10
月
1
日
（
金
）
〜
10
月
15
日
（
金
）

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
申
請
の
際
は
、
紙
お
む
つ
の
領
収
書（
日

付
、
品
名
、
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
れ
ば
レ
シ
ー
ト
で
も
可
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
が

な
い
分
は
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

※
す
で
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
方
の

場
合
は
、
課
税
状
況
を
確
認
し
対
象

者
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

ま
た
は
各
支
所



※
対
象
者
に
は
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
、

予
診
票
の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診

票
を
お
持
ち
の
方
は
、
健
康
づ
く
り

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
今
月
は
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種
が
あ

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
詳
し
い
お
知

ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
前
回

接
種
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
「
こ
ど
も

の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
確
認
し
て
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課

　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　市民の皆さんにご協力いただいた「平成２２年度日本赤十字社社員（社費）募集活動」の実績額は、

市全体で12,838,500円（社員数14,546件）でした。

　社費の全額は日本赤十字社山梨県支部へ送金され、国際赤十字活動、血液事業、医療事業、救護体

制の充実、赤十字ボランティア活動の充実、赤十字講習の普及、青少年赤十字の育成、社員増強と広

報活動の増進等の各種赤十字事業に充てられます。

　この内、平成22年度は2,580,850円が日赤笛吹市地区へ事務費・事業費交付金として交付されます。

　笛吹市地区における交付金の使途については表のとおりです。

　21年度については実績報告であり、22年度については事業計画となります。

種
�

目

事
務
費
交
付
金

事
業
費
交
付
金

対象事業

社員募集活動に
伴う事務的経費

小計（Ａ）

災害救護費・
血液事業費

救急法等普及費

奉仕団費

青少年赤十字

広報活動

地域福祉活動費・
その他事務的経費

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

平成21年度
事業実績額

1,297,110円

1,297,110円

161,149円

63,000円

1,022,380円

10,000円

31,530円

18,348円

1,306,407円

2,603,517円

平成22年度
事業予算額

1,283,850円

1,283,850円

187,000円

10,000円

1,015,000円

30,000円

40,000円

15,000円

1,297,000円

2,580,850円

事業内容及び経費明細

・社員（社費）募集活動実施行政区、奉仕
団等への実費弁償費として交付

・災害時用備蓄資材等購入
・炊き出し釜修理代他

・各種救急法講習会等の諸経費

・笛吹市赤十字奉仕団事業活動助成金等

（本団及び石和・御坂・一宮・八代・境川・

春日居・芦川各分団へ助成）

・青少年赤十字啓発活動費（保育園慰問、
ボランティアスクール開催等）

・赤十字広報活動費

・福祉活動費・事務消耗品代等

■問合せ先　福祉総務課　福祉総務担当　☎�055（262）1271

予防接種名

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・
追加（ジフテリア・
百日咳・破傷風）

麻しん風しん
混合1期

日 本 脳 炎 1 期

日 本 脳 炎 2 期

二 種 混 合 2 期
（ジフテリア・破傷風）

通知発送対象児

平成19年10月生
まれ

現在接種はでき
ません

平成22年7月生
まれ

平成21年10月生
まれ

平成11年10月生
まれ

ポ
リ
オ

1
回
目

2
回
目

平成２２年
１月１日～
２２年
３月３１日
生まれ

平成２１年
７月１日～
２１年
１０月４日
生まれ

　
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
主

に
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
に
効

率
よ
く
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
特

定
機
能
病
院
」
で
あ
り
、
ま
た
現
在
ま

で
の
治
療
内
容
・
経
過
を
お
知
ら
せ
い

た
だ
く
こ
と
で
山
梨
大
学
医
学
部
附
属

病
院
で
の
診
療
及
び
検
査
を
ス
ム
ー
ズ

に
始
め
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
他
の

医
療
機
関
（
病
院
・
医
院
・
診
療
所
）

か
ら
の
「
紹
介
状
（
診
療
情
報
提
供
書
）
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
紹
介
状
を
持
参
し
た
患
者
さ
ん
の
み

を
対
象
と
す
る
診
療
科
（
呼
吸
器
内
科

な
ど
）
、
曜
日
に
よ
っ
て
紹
介
状
を
お
持

ち
で
な
い
と
受
診
で
き
な
い
診
療
科
（
整

形
外
科
な
ど
）
、
他
医
療
機
関
か
ら
の
紹

介
予
約
の
み
と
し
て
い
る
診
療
科
（
血
液
・

腫
瘍
内
科
な
ど
）
な
ど
が
あ
り
、
診
療

科
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
受
診
さ

れ
る
場
合
は
、
電
話
で
受
付
の
可
否
、

休
診
等
の
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ

い
た
う
え
で
、
来
院
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
紹
介
状
（
診
療
情
報
提
供
書
）
」
の
持

参
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
☎
0
5
5
（
2
7
3
）
1
1
1
1
（
代
表
）

　　
山
梨
大
学
で
は
、
一
般
市
民
を
対
象

と
し
た
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
16
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
場
所

山
梨
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
中
央

市
）
臨
床
講
義
棟
　
大
講
義
室

▼
受
講
料
　
無
料

▼
募
集
期
間

　
10
月
7
日
（
木
）
ま
で

�
（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
、
土
・

日
・
祭
日
を
除
く
）

▼
募
集
人
員
　
1
5
0
名
（
先
着
順
）

▼
修
了
証
書
　
所
定
の
課
程
を
修
了
し

た
方
に
修
了
証
書
を
授
与
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
次
の
い
ず
か
の
方
法
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
山
梨
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務

課
窓
口
で
直
接
、
申
し
込
み
す
る
方

法
（
学
務
課
の
住
所
、
電
話
番
号
、

F
A
X
は
問
合
せ
先
と
同
じ
）

○
郵
送
で
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

明
記
し
て
問
合
せ
先
の
住
所
へ
送
付

す
る
方
法

○E
-

m
a

il�

ア
ド
レ
ス
　k

o
k

a
ik

o
z
a

-

m
l@

y
a

m
a

n
a

s
h

i.a
c

.jp

へ
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
題
名

を
「
公
開
講
座
申
込
」
と
し
て
送
信

す
る
方
法

■
問
合
せ
先

〒
4
0
9
│
3
8
9
8

山
梨
県
中
央
市
下
河
東
1
1
1
0

山
梨
大
学�

�学
務
課�

�公
開
講
座
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
7
3
）
9
3
4
6

　
℻
0
5
5
（
2
7
3
）
6
7
4
2

山梨大学医学部キャンパス案内図



▼
成
年
後
見
制
度
と
は

　
認
知
症
、
精
神
障
が
い
、
知
的
障

が
い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
を
対
象
に
預
貯
金
や
財
産

の
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な
契

約
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
制
度
で
す
。

例
え
ば
…

○
最
近
母
親
に
認
知
症
が
見
ら
れ
て
き

た
。
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
で
訪

問
販
売
や
悪
徳
商
法
に
ね
ら
わ
れ
て

し
ま
わ
な
い
か
心
配
で
す
。

○
一
人
暮
ら
し
な
の
で
、
今
後
、
認
知

症
な
ど
病
気
に
な
っ
た
時
が
不
安
で
す
。

○
最
近
、
お
金
の
管
理
に
自
信
が
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
供
も
い
な
い

の
で
、
財
産
の
管
理
を
任
せ
ら
れ
る

人
が
い
れ
ば
安
心
で
き
る
の
で
す
が
。

　
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
成
年
後
見

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
ど
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

か　
利
用
者
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
を

行
っ
た
り
、
本
人
が
行
っ
た
不
利
益

な
契
約
行
為
を
取
り
消
す
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

▼
利
用
す
る
時
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
良
い
の
で
す
か

　
本
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭

裁
判
所
に
、
成
年
後
見
人
等
の
申
し

立
て
を
し
ま
す
。

▼
誰
で
も
申
請
で
き
ま
す
か

　
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親

族
な
ど
が
申
し
立
て
で
き
ま
す
。

（
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
、
市
町
村

長
が
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か

　
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い

て
の
相
談
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

必
要
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
・
関
係
機

関
を
紹
介
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
ご
本
人
だ

け
で
な
く
、
そ
の
家
族
や
近
隣
に
住

む
方
か
ら
の
相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
「
不
安
」
を
「
安
心
」

に
変
え
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
高
齢
福
祉
課
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
7

・
高
齢
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
障
が
い
が
あ
っ
て
も
「
そ
の
人
ら
し
く

生
き
る
」
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
法
施
行
か
ら
10
年
を
経
過

し
ま
し
た
が
、
成
年
後
見
の
利
用
は
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
年
度
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、
成
年
後
見
と
は
「
そ
の

人
ら
し
く
生
き
る
」
た
め
の
一
つ
の
道

具
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方
ま
た
は
笛
吹

市
民
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
支
援
学
校

関
係
者

▼
日
時
　
10
月
30
日
（
土
）

受
付
　
午
後
1
時
か
ら

講
演
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　

▼
講
師
　
佐
藤
彰
一
氏

▼
内
容
　
「
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
」

�
�
�
�

〜
成
年
後
見
と
自
己
決
定
〜

▼
定
員
　
1
5
0
名

▼
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い

者
、
ま
た
は
市
内
の
障
が
い
者
施
設

利
用
者

▼
日
時
　
11
月
5
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
2
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
　
歌
、
軽
体
操
、
手
遊
び
運
動

▼
定
員
　
30
名

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
日
・
方
法
　
10
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9 ペットボトルボーリングをする参加者

　
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
、
あ
な
た
は
ど
の
秋
が
好
き
で
す
か
。

今
回
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ち
な
ん
で
、

足
の
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
歩

く
時
の
「
歩
幅
」
を
意
識
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
若
い
頃
よ
り
歩
幅
が
狭

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
方
、
い
ま
せ

ん
か
。
歩
幅
が
狭
く
な
る
の
は
足
の
筋

力
の
低
下
と
股
関
節
の
柔
軟
性
の
低
下

が
原
因
で
す
。
さ
ら
に
、
歩
幅
が
狭
く

な
る
と
、
ま
す
ま
す
足
の
筋
力
が
落
ち

て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
に
な
り
、
一

気
に
筋
力
が
落
ち
て
い
き
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
と
っ
て
も
簡
単
な
股
関
節
の

柔
軟
性
を
維
持
改
善
で
き
る
体
操
を
紹

介
し
ま
す
。
家
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

で
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

股
関
節
を
柔
軟
に
す
る
「
お
に
い
さ
ん
・

お
嬢
さ
ん
座
り
」
運
動

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

【つくり方】
①こんにゃく・にらは５cm長さに切る。にんじん・生しいたけは

せん切り、しょうが・ねぎはみじん切りにする。豚バラ肉は５
ｍｍ幅に細長く切る。

②フライパンで①を炒め、しょうゆ・塩・こしょうで味をつける。
③春巻きの皮を広げマヨネーズを薄くぬり、その上にパンをのせ、

パンの上に②をのせる。食パンにそって春巻きの皮を折りたたみ、
包み終わりに水溶き片栗粉をつけてとめる。

④フライパンに油を熱し、両面がきつね色になるまで焼く。

■問合せ先��健康づくり課��健康企画担当��☎�055（261）1901
笛吹市の食材

芦川の黒こんにゃく

おにいさん座りとお嬢さん
座りを交互に5回～10回く
り返します。

おにいさん座りは股関節の
外側に開き、お嬢さん座り
は内側に閉じるので簡単な
動きですが、股関節のすじ
にストレスを与えて柔軟性
を高めることができます。

材料（4人分）
芦川黒こんにゃく（つきこんにゃく）…100ｇ
にら�…………�1/2束� 食パン（サンドウィッチ用）�…�4枚
にんじん�……�1/4本� 春巻きの皮�…………………�4枚
生しいたけ�…�4枚� しょうゆ�……………………�大さじ2
豚バラ肉�……�100ｇ� 塩・こしょう�………………�各少々
ねぎ�…………�3ｃｍ� マヨネーズ�…………………�少量
しょうが�……�少々� 水溶き片栗粉�………………�適量
� 油�……………………………�大さじ5

副菜1つ 主菜0.5つ

お嬢さん座り
イスに浅く座ります。
膝を合わせて足を開いて
座ります。（股関節に障害
がある方は痛みが出ない
範囲で行なってください）

おにいさん座り
イスに浅く座ります。足の裏を合わせ
て膝を開き膝の内側に手を置きます。



■問合せ先　保育課　☎�055（261）3355

�
�

　
平
成
23
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
（
平
成
16
年
4
月
2
日
〜
平
成
17

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の
健
康
診
断
を
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
入
学
予
定
小
学
校
に
よ
っ
て

受
付
日
時
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
保
護

者
に
お
送
り
し
た
案
内
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
ま
だ
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や

内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
健
診
日
程

▼
場
所
　
い
ず
れ
も
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先

　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
7

▼注意事項
○入所（園）要件に該当していないと入所できません。
○申込受付時に聞き取りをしますので、保護者または児童の家庭状況

などがわかる方が、提出に来てください。
○入所案内に記載されている各種証明が必要となりますので、申込受

付までに証明を受けておいてください。
○書類不足の場合は受理できません。
○受付期間は厳守してください。申込書の審査・入所者の選考に遅れ

ると状況によっては希望する保育所（園）に入所できない場合があり
ます。

※保育条件、定員などにより、希望する保育所（園）に入所できない場
合もあります。

　平成23年度の保育所(園）入所(新規・継続）申込受付が始まります。

▼申込受付期間(新規・継続入所）　10月25日(月）～11月12日(金）

▼入所受付日程一覧

11月11日
(木)

石
和
南
小
・
石
和
東
小
・
石
和

北
小
・
富
士
見
小
へ
入
学
予
定

の
児
童

10月7日
(木)

10月14日
(木)

御
坂
西
小
・
御
坂
東
小
・
芦
川

小
・
八
代
小
・
境
川
小
へ
入
学

予
定
の
児
童

石
和
西
小
・
春
日
居
小
・
一
宮

西
小
・
一
宮
南
小
・
一
宮
北
小

へ
入
学
予
定
の
児
童

地
区

石
　
　
和

公

公

公

公

公

私

立

市外保育所（広域）
住所が石和町で市外の
保育施設を希望する方

施�設�名

石 和 第 一 保 育 所

石 和 第 二 保 育 所

石 和 第 三 保 育 所

石 和 第 四 保 育 所

石 和 第 五 保 育 所

わ か ば 保 育 園

木 の 花 保 育 園

都 保 育 園

相 興 保 育 園

あ さ ま 保 育 園

一 宮 保 育 園

八代花鳥保育所

八 代 保 育 園

博 愛 保 育 園

八代御所保育所

日　　時

10月25日（月）
10月26日（火）
10月27日（水）

10月25日
午前8時30分

～
午後5時30分

�
10月26･27日
午前8時30分

～
午後7時

場　所

市役所
南館�保育課

☎055（261）3355

地
区

御
　
　
坂

公

公

公

私

公

立

市外保育所（広域）
住所が御坂町で市外の
保育施設を希望する方

施�設�名

御 坂 東 保 育 所 �

御 坂 西 保 育 所 �

御 坂 北 保 育 所 �

英 保 育 園 �

御 坂 葵 保 育 所

日　　時

11月8日(月）
11月9日(火)�

午前8時30分
～

午後5時30分

場　所

御坂支所
住民課

☎055（262）2271

春
　
日
　
居

公

公

市外保育所（広域）
住所が春日居町で市外
の保育施設を希望する
方

かすがい西保育所

かすがい東保育所
10月28日（木)
10月29日（金）

午前8時30分
～

午後5時30分

春日居支所
地域住民課

☎0553（26）3111

境
　
川

私

市外保育所（広域）
住所が境川町で市外の
保育施設を希望する方

境 川 保 育 園

11月10日（水）
11月11日（木)�

午前8時30分
～

午後5時30分

境川防災
センター

☎055（266）2111

芦
　
川

公

市外保育所（広域）
住所が芦川町で市外の
保育施設を希望する方

芦川へき地保育所

11月12日(金）
午前8時30分

～
午後5時30分

芦川支所
地域住民課

☎055（298）2111

一
　
　
宮

私

私

私

私

私

市外保育所（広域）
住所が一宮町で市外
の保育施設を希望す
る方

11月1日（月）
11月2日（火）

午前8時30分
～

午後5時30分

一宮支所
住民課

☎0553（47）1111

八
　
　
代

公

私

私

公

市外保育所（広域）
住所が八代町で市外
の保育施設を希望す
る方

11月4日（木）
11月5日（金）

午前8時30分
～

午後5時30分

八代支所
住民課

☎055（265）2111

10月29日(金)
11月��2日(火）
11月��5日(金）
11月��9日(火）
11月10日(水）
11月12日(金）

上記の支所受付時間内に
申し込みができない方は
次の日時に保育課で受け
付けますのでご利用くだ
さい。

午後5時30分
～

午後7時

市役所
南館�保育課

☎055（261）3355

※各保育所(園）の受付日に来られない方は、日時・場所をお確かめ
のうえ都合の良い日程でお申し込みください。

　
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
着
な
く
な

っ
た
服
や
使
わ
な
く
な
っ
た
ベ
ビ
ー
用

品
を
有
効
利
用
し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
27
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

▼
場
所
　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」
出
入
り

口
付
近
（
八
代
総
合
会
館
内
）

▼
出
展
予
定
　

子
供
服
（
秋
物
〜
冬
物
）
サ
イ
ズ
80
〜

１
０
０
・
靴
・
ス
タ
イ
・
オ
ム
ツ
・

哺
乳
瓶
な
ど

※
自
宅
で
眠
っ
て
い
る
洋
服
、
使
わ
な

く
な
っ
た
小
物
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

▼
持
込
期
間

　
10
月
12
日
（
火
）
〜
16
日
（
土
）

　
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
次
の
方
が
気
持
ち
よ
く
使
用
す
る
た

め
に
、
洗
濯
、
又
は
汚
れ
を
落
と
し

て
か
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時
　
10
月
14
日
（
木
）
・
21
日
（
木
）
・

28
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師

　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協
会

　
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円

（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽

C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
・
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

N
P
O
法
人
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

▼
対
象
　
子
育
て
支
援
・
応
援
に
関
わ

る
（
予
定
）
実
践
者
・
行
政
関
係
者
・

研
究
者
・
そ
の
他
、
子
育
て
支
援
に

関
心
の
あ
る
方

▼
日
時
　
10
月
17
日
（
日
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

か
い
て
ら
す
（
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン

タ
ー
）
甲
府
市
東
光
寺
3
│
13
│
25

▼
内
容

○
基
調
講
演

・
「
子
育
て
支
援
が
親
を
ダ
メ
に
す
る
」

な
ん
て
言
わ
せ
な
い

・
講
師
　
大
日
向
雅
美
氏
（
N
P
O
法

人
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代

表
理
事
・
子
育
て
ひ
ろ
ば
〈
あ
い
・
ぽ

ー
と
〉
施
設
長
　
恵
泉
女
学
園
大
学
大

学
院
教
授
）

○
ラ
ン
チ
交
流
会

○
学
習
会
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
で
何
が
ど
う
変
わ
る
の
?
」

　
ゲ
ス
ト
　
松
田
妙
子
氏
（
N
P
O
法
人

せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
代
表
理
事
）

▼
定
員
　
1
5
0
名
（
要
事
前
申
し
込
み
）

▼
参
加
費
　
無
料

※
託
児
費
　
無
料（
就
学
前
・
定
員
8
名
・

要
事
前
申
し
込
み
）

▼
主
催
　
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
ぴ
は
ぴ

■
申
込
・
問
合
せ
先

N
P
O
法
人
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
・
℻
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
市
内
在
住
の
未
就
園
児
親
子
を
対
象

に
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
親
子
で
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
。

▼
対
象
・
定
員
　
市
内
在
住
の
未
就
園

児
親
子
30
組
（
予
約
制
）

▼
日
時
　
10
月
13
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

　
遊
戯
室
（
ホ
ー
ル
）

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
飲
み
物

※
運
動
が
で
き
る
服
装

▼
申
込
方
法

　
参
加
希
望
の
方
は
直
接
、
ま
た
は

電
話
に
て
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
み
さ
か
」

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
8
6
8
8

大日向雅美氏



　
市
内
に
お
い
て
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣

類
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
多
発
し
て

い
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
被
害
防

止
対
策
と
し
て
鳥
獣
害
防
止
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
は
農
家
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
も

市
内
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
イ
ノ
シ

シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
が

民
家
の
庭
先
に
出
没
し
た
地
域
が
あ
り

ま
す
。
人
と
野
生
動
物
の
生
活
の
場
所

が
一
緒
に
な
ら
な
い
よ
う
、
野
生
動
物

を
集
落
に
寄
せ
付
け
な
い
た
め
の
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

▼
農
地
や
庭
先
の
果
樹
や
野
菜
な
ど
の

未
収
穫
物
や
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ

な
ど
は
エ
サ
に
な
り
や
す
く
、
野
生

鳥
獣
を
誘
引
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

放
置
せ
ず
に
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

▼
荒
れ
て
い
る
畑
や
空
き
地
等
は
野
生

動
物
の
隠
れ
場
な
ど
に
な
り
ま
す
の

で
、
定
期
的
に
刈
り
払
い
等
の
管
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
野
生
鳥
獣
に
よ
り
農
作
物
に
被

害
を
受
け
た
場
合
は
、
各
地
区
の
代
表

者
を
通
し
市
役
所
農
林
振
興
課
ま
た
は

各
支
所
へ
被
害
の
場
所
・
面
積
・
量
・

金
額
等
の
ご
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
獣
害
防
止
事
業
の
実
施
に

お
い
て
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
上
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
一
日
も
早
く
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

取
り
付
け
て
、
あ
な
た
と
ご
家
族
の
尊

い
生
命
、
大
切
な
財
産
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
有
効
性

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱

を
自
動
的
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
音
や
声

に
よ
り
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知

ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

▼
設
置
期
日
に
つ
い
て

　
火
災
予
防
条
例
に
お
い
て
、
す
べ

て
の
住
宅
に
平
成
23
年
5
月
31
日
ま

で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
設
置
位
置
に
つ
い
て

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ふ
だ
ん

就
寝
に
使
う
部
屋
（
寝
室
）
に
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
就
寝
に

使
用
さ
れ
る
子
供
部
屋
も
含
ま
れ
ま
す
）

　
ま
た
、
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
が

2
階
以
上
に
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

階
の
階
段
に
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

※
台
所
や
居
室
に
は
、
設
置
義
務
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
設
置
を
お
勧
め
し
ま

す
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
例

▼
正
し
い
取
り
付
け
位
置

▼
購
入
に
つ
い
て

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防
用

設
備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

家
電
量
販
店
、
メ
ー
カ
ー
等
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
購
入
で
き
ま
す
。
購

入
の
際
は
、
基
準
に
合

格
し
た
N
S
マ
ー
ク
（
日

本
消
防
検
定
協
会
の
鑑

定
合
格
証
）
付
き
の
も

の
を
目
安
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い

　
市
の
職
員
、
消
防
職
員
が
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
あ
っ
せ
ん
や
販
売
を

行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
特
定
の
業
者
に
販
売
を
委

託
す
る
こ
と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
悪
質
な
業
者
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
消
防
本
部
　
予
防
課

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

　
浄
化
槽
は
、
し
尿
や
台
所
、
風
呂
、

洗
面
所
な
ど
か
ら
の
生
活
雑
排
水
を
微

生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
、
汚
水
を
き

れ
い
に
す
る
設
備
で
す
。

　
日
頃
の
管
理
が
不
十
分
だ
と
、
悪
臭

が
発
生
し
た
り
、
汚
れ
た
水
の
放
流
で
、

川
が
汚
染
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
浄
化

槽
の
機
能
を
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
正

し
く
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
内
で
浄
化
槽

を
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
す
み
や

か
に
下
水
道
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
管
理
者
（
所
有
者
）
は
、
浄
化

槽
法
に
よ
り
法
定
検
査
・
保
守
点
検
、

清
掃
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
保
守
点
検

　
浄
化
槽
管
理
者
（
所
有
者
）
は
、
浄

化
槽
法
10
条
に
よ
り
、
定
期
的
に
保

守
点
検
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。（
県

知
事
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業

者
に
委
託
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃

　
浄
化
槽
の
中
に
は
汚
泥
な
ど
が
た

ま
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
放
流

水
と
と
も
に
流
れ
出
し
て
し
ま
う
だ

け
で
な
く
、
浄
化
槽
の
機
能
不
良
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
年
1
回

以
上
の
清
掃
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
）

　
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
法
定
検
査

　
浄
化
槽
管
理
者
（
所
有
者
）
は
、
浄

化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
年
一
回
の
法
定
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法
定
検
査
は

浄
化
槽
を
使
用
開
始
し
た
後
、
3
カ

月
を
経
過
し
た
日
か
ら
5
カ
月
間
に

行
う
検
査
（
7
条
検
査
）
と
毎
年
一
回

行
う
検
査
（
11
条
検
査
）
が
あ
り
ま
す
。

○
法
定
検
査
手
数
料

�
（
７
条
検
査
）

・
10
人
槽
以
下
　
　
8
千
円

・
11
人
〜
50
人
槽
　
1
万
円

�
（
11
条
検
査
）

・
10
人
槽
以
下
　
　
4
千
円

・
11
人
〜
50
人
槽
　
6
千
円

浄
化
槽
法
の
改
正
（
平
成
18
年
2
月
1

日
施
行
）
に
よ
り
、
法
定
検
査
に
関
す

る
県
の
指
導
監
督
が
強
化
さ
れ
、
県

の
命
令
に
違
反
す
る
と
、
30
万
円
以

下
の
過
料
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

○
法
定
検
査
実
施
機
関

　
（
社
）
山
梨
県
浄
化
槽
協
会

　
☎
0
5
5
（
2
3
2
）
2
7
6
2

○
浄
化
槽
に
関
す
る
こ
と

・
県
大
気
水
質
保
全
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
5
0
8

・
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
3
9

○
保
守
点
検
・
清
掃
に
関
す
る
こ
と

市
ご
み
減
量
課

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
4
4

○
下
水
道
宅
内
排
水
設
備
接
続
に
関
す

る
こ
と
、
浄
化
槽
設
置
届
け
及
び
補

助
金
に
関
す
る
こ
と

市
下
水
道
課

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

〜
分
割
納
付
か
ら
一
括
納
付
へ
〜

　
現
在
、
受
益
者
負
担
金
を
分
割
で
お

支
払
中
の
方
は
、
分
割
納
付
か
ら
一
括

納
付
へ
変
更
が
で
き
ま
す
。
分
割
納
付

の
場
合
、
年
4
回
支
払
い
で
報
奨
金
が

付
き
ま
せ
ん
が
、
一
括
納
付
の
場
合
は

報
奨
金
が
つ
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
変
更
で
き
る
の
は
次
の
条

件
を
満
た
す
方
で
す
。

▼
変
更
で
き
る
方
の
条
件

○
過
年
分
の
未
納
が
な
い
方

来
年
度
以
降
に
一
括
納
付
を
希
望
す

る
場
合
、
過
去
に
未
納
が
な
い
（
今
年

度
分
を
含
む
）
方
に
限
り
ま
す
。

※
納
付
状
況
（
支
払
っ
て
あ
る
か
ど
う
か
）

な
ど
、
不
明
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
6
月
1
日
〜
14
日
ま
で
の
間
に
完
納

で
き
る
方

一
括
納
付
期
間
は
、
6
月
1
日
〜
14

日
ま
で
と
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
日
で
も
過
ぎ
る
と
、
分
割
納
付
扱

い
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
6
月
14
日
が
土
・
日
・
祝
祭
日
の
場

合
、
そ
の
日
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
直
近

の
営
業
日
ま
で
と
な
り
ま
す
）

▼
手
続
き
方
法

　
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
氏
名
や
通
知
書
番
号
（
ま
た

は
受
益
者
番
号
）
、
ま
た
過
去
の
納
付

状
況
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
受
益
者
や
受
益
者
の
住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
、
通
知
が
届
か

な
い
、
新
受
益
者
が
支
払
う
べ
き
負
担

金
が
旧
受
益
者
に
か
か
る
な
ど
、
皆
さ

ん
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
届
出
書
は
下
水
道
課
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7



　
土
地
・
建
物
を
調
査
・
測
量
し
て
表

示
に
関
す
る
登
記
の
申
請
手
続
き
を
す

る
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
9
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か

※
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
相
談
内
容

○
土
地
、
建
物
の
表
示
に
関
す
る
登
記

業
務
全
般

○
土
地
の
地
目
変
更
登
記
、
合
筆
登
記
、

分
筆
登
記
な
ど

○
建
物
の
表
題
登
記
（
新
築
）
、
建
物
の

滅
失
登
記
（
取
り
壊
し
）
な
ど

○
そ
の
他
、
土
地
・
建
物
の
表
示
に
関

す
る
登
記

○
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
峡
東
支
部

　
担
当
�

山
田

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
3
2
1
1

　　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
で
は
、

相
続
税
、
所
得
税
及
び
法
人
税
等
の
税

金
無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
11
日
（
木
）

�
午
後
1
時
〜
4
時

■
場
所

　
市
役
所
本
庁
3
階
　
第
3
会
議
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

　
担
当
　
塩
谷

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
1
3
1
8

　　
登
記
や
戸
籍
、
年
金
、
介
護
・
福
祉

や
雇
用
、
賃
金
、
道
路
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
に
身
近
な
問
題
に
、
国
、
県
な

ど
の
担
当
者
や
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

行
政
書
士
、
税
理
士
な
ど
が
お
答
え
し

ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
21
日
（
木
）

　
受
付
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
　
8
階
ゴ
ー
ル

ド
ル
ー
ム

（
甲
府
市
丸
の
内
1
―
21
―
15
　
岡
島

百
貨
店
8
階
）

▼
相
談
料
　
無
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
0
5
7
0
―
0
9
0
1
1
0

　毎日の暮らしの中での問題に関しての相談に応じます。相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

▼相談内容・相談対応者���������

○専門家への相談�……………………�弁護士・司法書士�

○相談員への相談��������

　心配ごと（福祉関係）相談�…………�民生委員・児童委員

　人権相談�……………………………�人権擁護委員

　行政相談（行政機関について）�……�行政相談委員

　消費生活相談�………………………�消費生活相談員

※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

▼開設日程

できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け
付けます。予約は、下記の社会福祉
協議会本所・各支所どちらでも結構
です。

場　　所

スコレーパリオ

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

芦川町ふれあいプラザ

日　　　時

10月27日（水）

11月24日（水）

12月22日（水）

10月21日（木）

12月16日（木）

11月17日（水）

10月13日（水）

12月 8日（水）

11月11日（木）

10月 5日（火）

12月 7日（火）

11月 4日（木）

午後１時３０分
～３時３０分

相　談　員

民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員��

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員��

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員��

司法書士・人権擁護委員・行政相談委員��

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・行政相談委員

■申込・問合せ先

笛吹市社会福祉協議会
☎�055(265)5182
同　八代支所
☎�055(265)2240

同　石和支所
☎�055(262)1267

同　境川支所
☎�055(266)5911

同　御坂支所
☎�055(263)0848

同　春日居支所
☎�0553(26)3667

同　一宮支所
☎�0553(47)2288

同　芦川支所
☎�055(298)2170

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
金
融
）
な
ど
複
数
の
金
融
業
者
か

ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
20
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　

�
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　

�
司
法
書
士
　
網
倉
　
義
久
氏

※
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
等
が
わ

か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

�
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
10
月
1
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
10
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ
ト

《
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
笛
吹
》

�
�

�
h

ttp
s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

m
o

b
ile

/
m

o
b

ile
.js

p

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結

婚
相
談
員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、

情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
生
活
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
訟
務
、
人
権
擁
護
や
成
年
後
見

登
記
に
関
す
る
事
務
な
ど
、
皆
さ
ん
の

生
活
に
深
く
関
わ
る
事
務
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

　
法
務
局
の
職
員
が
お
答
え
す
る
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
24
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

▼
場
所

甲
府
地
方
法
務
局
4
階
会
議
室

（
甲
府
市
北
口
1
丁
目
2
│
19
）

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局

�
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
1
5
3

　
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
16
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

山
梨
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
山
梨
市
上
神
内
川
1
3
4
8
、
旧
山

梨
市
庁
舎
西
）

▼
内
容

相
続
、
遺
産
分
割
、
遺
言
書
、
農
地

転
用
、
会
社
設
立
等

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
行
政
書
士
会
峡
東
支
部

　
支
部
長
　
中
村
勝
郎

　
☎
0
5
5
3
（
3
3
）
3
5
1
1



■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�055（261）2044　または各支所

　「家庭用生ごみ処理機等補助金制度」は、家庭の生ごみの減量化を推進し、堆肥化による資源の有効

利用を図り、公衆衛生や生活環境を保全するための制度です。

▼補助対象者・・・次のいずれかに該当する方

（1）笛吹市の住民基本台帳に記録され、市内に住んでいる方

（2）その他市長が必要と認める方

▼補助金額

生ごみ処理機等１台または１個当たりの購入費の２分の１以内の額です。（100円未満は切り捨て）

ただし、次の額が限度額です。

※補助は、電気式生ごみ処理機は１世帯につき1台、コンポスター・EM処理機は2個を限度とします。

▼補助金交付の流れ

（1）補助金申請・・・領収書または支払い済み金額が確認できる書面、保証書（電気式生ごみ処理機）、印鑑、

振込先の預金通帳をお持ちください。

　　　　　　　　※本庁、各支所ともに受付できます。

（2）決定通知書・・・決定通知書をご自宅に送付します。

（3）補助金交付・・・指定された口座に振り込みます。（1カ月ほどかかります）

　
今
年
度
、
市
内
各
地
区
の
資
源
物

回
収
会
場
で
廃
食
油
・
賞
味
期
限
切

れ
の
油
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
集
め

ら
れ
た
廃
食
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
と
な
り
、
ご
み
収
集
車
な

ど
の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

10
月
は
八
代
地
区
で
、
11
月
は
芦
川

地
区
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
手
持

ち
の
廃
食
油
が
あ
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
透
明
な
容
器
に
入
れ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
八
代
地
区
　
10
月
15
日（
金
）

　
南
…
…
八
代
支
所
前
駐
車
場

　
　
　
午
前
６
時
〜
７
時
30
分

　
北
…
…
北
部
共
選
所

　
　
　
午
前
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　
増
田
…
増
田
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　
　
午
前
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　
竹
居
…
花
鳥
小
跡
地

　
　
　
午
前
６
時
〜
７
時

○
芦
川
地
区
　
11
月
７
日（
日
）

上
芦
川
…
諏
訪
神
社
前

　
鶯
　
宿
…
鶯
宿
公
民
館
前

　
と
も
に
午
前
８
時
〜
９
時

▼
回
収
す
る
油
の
種
類

○
植
物
油（
菜
種
、
大
豆
、
コ
ー
ン
、

べ
に
花
、
ご
ま
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
）

・
鉱
物
油
、
牛
・
豚
脂
、
パ
ー
ム
な

ど
の
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

・
天
か
す
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
。

・
廃
食
油
回
収
後
、
容
器
は
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
地
球
環
境
問
題
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
か
け
が
え
の

な
い
恵
み
豊
か
な
環
境
を
次
世
代
へ

と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
環
境
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
７
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
　
甲
府
市
環
境
セ
ン
タ
ー

　（
甲
府
市
上
町
６
０
１
―
４
）

▼
内
容
　
再
生
自
転
車
・
家
具
の
抽

選
販
売
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

■
問
合
せ
先

　
甲
府
市
環
境
部
　
環
境
総
室

　
環
境
保
全
課
　
環
境
保
全
係

　
☎
０
５
５（
２
４
１
）４
３
１
２

　
私
た
ち
小
鳥
は
10
年
以
上
長
生
き

し
ま
す
。
大
き
な
オ
ウ
ム
は
50
年
以

上
も
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
冬

場
寒
く
な
る
時
に
は
、
お
家
の
中
を

暖
か
く
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
か
ご
で
は
な
く
、
大
き
な

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
で
も
飼
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

電気式生ごみ処理機 コンポスター EM処理機

25,000円 5,000円 1,000円

▼
情
報
公
開
実
施
状
況
（
平
成
21
年
度
）

　
市
情
報
公
開
条
例
に
も
と
づ
く
公

文
書
開
示
等
の
実
施
状
況
で
す
。

○
情
報
公
開
請
求
件
数
　
６
件

・
全
部
開
示�

３
件
　
・
部
分
開
示�

３
件

・
非
開
示
　�

０
件

▼
個
人
情
報
運
用
状
況
（
平
成
21
年
度
）

　
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
も
と
づ

く
個
人
情
報
運
用
状
況
で
す
。

○
個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
　
４
件

・
全
部
開
示�

１
件
　
・
部
分
開
示�

３
件

・
非
開
示
　�

０
件

○
フ
ァ
イ
ル
簿
届
出
　
３
件

○
目
的
外
利
用
提
供
　
80
件

※
フ
ァ
イ
ル
簿
…
市
が
個
人
情
報
を
保

有
す
る
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
利
用

目
的
な
ど
を
記
載
し
た
帳
簿

目
的
外
利
用
…
市
が
取
得
し
た
個
人

情
報
に
つ
い
て
、
行
政
執
行
上
の
必

要
性
な
ど
か
ら
、
個
人
の
権
利
利
益

を
損
わ
な
い
場
合
に
限
り
、
目
的
外

に
利
用
す
る
こ
と

■
問
合
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
す
べ
て
の
自

動
車
保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご
と
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
基
本

的
に
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を

保
証
し
、
す
べ
て
の
被
害
者
の
基
本
的

な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。
自
賠

責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は
法
令

違
反
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局

山
梨
運
輸
支
局
企
画
輸
送
監
査
部
門

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
8
8
0

善
意
の
ご
寄
付

御
坂
会
様
（
東
京
都
中
央
区
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】

京
浜
一
宮
会
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

業務系仮想サーバシステムソフトウエア購入

業務系仮想サーバシステムハードウェア購入

平成22年度笛吹市内公共用水域水質検査業務委託

林道鶯宿中芦川線測量設計委託業務

市道石和111号線舗装工事

市道石和88号線側溝改修工事

市道石和405号線道路改良工事

林道鶯宿中芦川線開設工事（中芦川入沢工区）

笛吹市一宮・春日居町内路線測量業務委託

クリーンセンターガスブロワー更新工事

クリーンセンター破砕機更新工事

クリーンセンター沈砂除去装置設置工事

春日居中学校体育館バスケットゴール改修工事

春日居中学校柔剣道場建設工事（機械設備）

春日居中学校柔剣道場建設工事（電気設備）

クリーンセンター消化槽等修理工事

平成22年度笛吹市内地下水水質検査業務委託

区画整理区域内県道道路台帳作成業務

春日居中学校柔剣道場建設工事（建築主体）

市部地内水路整備検討業務委託

笛吹市下水道管渠耐震設計（詳細設計）業務委託（明許）

舗装本復旧工事第9工区（春日居）（明許）

境川スポーツセンターグラウンド改修工事

※…総合評価落札方式

石和町

石和町

市内公共用水域31カ所

芦川町中芦川

石和町川中島

石和町市部

石和町河内・井戸

芦川町中芦川

一宮町・春日居町

クリーンセンター

クリーンセンター

クリーンセンター

春日居町鎮目

春日居町鎮目

春日居町鎮目

クリーンセンター

市内地下水水質検査56カ所

石和町松本

春日居町鎮目

石和町市部

市内

春日居町鎮目

境川町三椚

¥1,800,000

¥5,800,000

¥1,000,000

¥3,200,000

¥3,550,000

¥3,220,000

¥18,000,000

¥24,000,000

¥6,500,000

¥4,500,000

¥9,100,000

¥17,800,000

¥4,000,000

¥6,000,000

¥6,800,000

¥74,000,000

¥1,300,000

¥2,700,000

¥80,000,000

¥3,700,000

¥4,400,000

¥3,200,000

¥17,500,000

¥1,407,064

¥3,980,000

¥652,400

¥2,550,000

¥3,440,000

¥2,350,000

¥13,000,000

¥22,000,000

¥5,790,000

¥3,980,000

¥3,790,000

¥15,100,000

¥2,890,000

¥5,800,000

¥6,600,000

¥54,000,000

¥270,000

¥2,049,000

¥66,000,000

¥3,350,000

¥2,860,000

¥3,040,000

¥13,890,000

（株）甲陽

（株）甲陽

（株）総合環境分析山梨営業所

（財）山梨県森林土木コンサルタント

（株）拓甲建設笛吹支店

（株）オリオン

（株）上野建工

友愛工業（株）

（株）宮下測量

協栄工業（株）

三井造船環境エンジニアリング（株）

協栄工業（株）

（有）住まいの高野

（有）佐野工業所

（株）有電

共和化工（株）関東支店

（株）環境計量センター山梨検査所

（株）日測

（株）地場工務店

森田測量（株）

（株）富士エンジニアリング

（株）MUKAI

（有）雨宮組

平成22年7月20日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年7月27日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年8月3日

〃

〃

平成22年8月3日※

平成22年8月10日

〃

〃

〃

お
詫
び
と
訂
正

　
9
月
号
39
ペ
ー
ジ
掲
載
の
藤
原
緋

沙
子
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
「
桂
ち
づ
る
診
察

目
録
」
は
正
し
く
は
「
桂
ち
づ
る
診

察
日
録
」
で
す
。
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ

レ
ビ
及
び
B
S
i

」
は
正
し
く
は
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
及
び
B
S
h
i

」

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



　
７
月
30
日
、
市
役
所
に
お
い
て
御
坂
会
（
網
倉

和
仁
会
長
）
か
ら
図
書
購
入
の
た
め
の
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
坂
会
は
、
御
坂
町
が
黒
駒

村
・
錦
生
村
・
花
鳥
村
・
英
村
の
４
村
が
合
併
し

誕
生
し
た
の
を
機
に
、
昭
和
36
年
に
そ
の
出
身
者

で
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
会
の
創
設
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
青
少
年
の
人
材
育
成
の
た
め
、

本
年
度
10
万
円
、
次
年
度
以
降
は
５
万
円
ず
つ
寄

付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
御
坂
図
書
館
で
は
、
「
御
坂
会
文
庫
（
未
来
サ
ポ

ー
ト
）
」
と
名
付
け
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
子
ど
も

た
ち
が
将
来
の
進
路
や
職
業
を
模
索
し
よ
う
と
す

る
際
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
な
図
書
資
料
を
購
入

す
る
予
定
で
す
。

�

８
月
８
日
、
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
で
笛
吹
市
薬
剤
師

会
、
学
校
薬
剤
師
会
に
よ
る
薬
の
正
し
い
飲
み
方

を
啓
発
す
る
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
薬
剤
師
会
が
日
ご
ろ
の
業
務
を
生
か

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
薬
と
健
康
に
つ
い
て
」

知
っ
て
も
ら
う
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
小

学
３
・
４
・
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
カ
プ
セ
ル
の
溶
け
方
を
観
察
し
た
り
、

お
茶
と
薬
の
飲
み
合
わ
せ
の
実
験
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
親
子
連
れ
の
参
加
者
も
い
て
、
熱
心
に
質

問
し
て
い
ま
し
た
。

参加者と薬剤師による実験コーナーの様子

市長と市役所を訪れた御坂会代表の方々

　
８
月
18
日
、
一
宮
町
建
築
技
能
部
会
が
一
宮
町

の
４
つ
の
小
・
中
学
校
で
勤
労
奉
仕
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
昭
和
43
年
８
月
か
ら
毎

年
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
同
部
会
会
員
た
ち
は
各
学
校
を
分
担
し
て
、
教

室
や
給
食
室
、
図
書
室
の
備
品
な
ど
の
修
繕
に
当

た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
元
年
か
ら
、
こ
の
奉
仕
活
動
を
社

会
福
祉
協
議
会
の
指
導
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
な
げ
て
、
地
域
の
独
居
老
人
宅
の
普
段
は

手
の
届
か
な
い
箇
所
の
修
繕
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
13
軒
の
お
宅
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

一宮北小学校校庭にある飼育小屋修繕

　８月７日、笛吹市青少年育成推進協議会主催による「第６回笛吹市子どもクラブ親善球技大会」
が、いちのみや桃の里スポーツ公園で開催されました。白い入道雲の湧く真夏の青空の下、石
和町・御坂町・一宮町・八代町・境川町・春日居町の６地区から、地区の大会を勝ち抜いてきたソフ
トボール６チーム・83名、ミニソフトバレーボール９チーム・111名、計15チーム・194名の児童
生徒が参加し、父母をはじめ指導者や仲間など大勢の声援を受けながら、熱戦を繰り広げました。
　夏休みの子どもたちの活動として定着しているこの球技大会は、地区大会を目指し、仲間に
向かって「一緒に練習しようよ!」と地域全体に流れる子どもたちの放送から始まります。子ども
たちの豊かな成長にとって、仲間との「遊び」の重要性は益々高まっていると思います。球技大
会に向けて、中学生が小学生を指導しながら一緒に活動するという、大人にとって何かほっと
するような子どもたちの姿をもたらしてくれるこの球技大会の持つ意義を改めて感じています。

「市の大会の結果」
ソフトボールの部
優　勝　下平井（石和町）
準優勝　大　坪（境川町）
３　位　中　尾（一宮町）
３　位　南　　（八代町）

ミニソフトバレーボールの部
優　勝　日の出（石和町）
準優勝　河　内（石和町）
３　位　春日居B

「県大会の結果」
ソフトボールの部
３　位　下平井

ミニソフトバレーボールの部
優　勝　日の出
準優勝　河　内

　
釈
迦
堂
遺
跡
の
発
掘
か
ら
三
十
年
。

縄
文
を
代
表
す
る
釈
迦
堂
遺
跡
の
土
器
、

そ
の
美
し
い
模
様
を
読
み
解
き
ま
す
。

▼
期
間
　
10
月
16
日（
土
）〜
11
月
29
日（
月
）

　
縄
文
時
代
の
大
遺
跡
、
北
杜
市
の

金
生
遺
跡
を
訪
ね
ま
す
。
現
地
で
は

遺
跡
を
見
学
し
、
資
料
館
も
見
学
し

ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
14
日（
日
）

　
午
前
９
時�

集
合
、
午
後
４
時�

解
散

▼
集
合
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
定
員
　
40
名（
要
申
し
込
み
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
お
弁
当
、
水
筒
な
ど

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
粘
土
で
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
①
10
月
17
日（
日
）②
23
日（
土
）

　
①
②
と
も
午
前
９
時
か
ら

▼
集
合
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
定
員
　
各
10
名
（
要
申
し
込
み
）

▼
材
料
費
　
４
０
０
円

▼
作
品
は
乾
燥
さ
せ
て
野
焼
き
し
、
完

成
は
11
月
末
で
す
。

　
ド
ン
グ
リ
や
草
花
な
ど
、
自
然
を

材
料
に
し
た
染
め
物
で
、
自
分
だ
け

の
エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
10
月
30
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

▼
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
定
員
　
30
名（
要
申
し
込
み
）

▼
参
加
費
　
２
０
０
円

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
の

提
示
で
、
本
人
と
ご
同
伴
の
家
族
が

入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
釈

迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用
い
た
だ
き
な

が
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０
０
円
）
も

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を
お

気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３



　
８
月
21
日
、
稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森
で
フ
ル
ー
ト
の

演
奏
と
工
作
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森
は
、
山
梨
県
森
林
文

化
の
森
に
指
定
さ
れ
樹
齢
１
０
０
年
を
越
え
る
ケ

ヤ
キ
約
２
６
０
本
の
自
然
林
が
あ
り
県
下
最
大
規

模
を
誇
り
ま
す
。

　
こ
の
ケ
ヤ
キ
の
下
で
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
ま
た
、

竹
を
使
っ
た
工
作
や
、
桃
や
ぶ
ど
う
を
使
っ
た
ゼ

リ
ー
作
り
教
室
が
催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
や
家
族

が
楽
し
い
休
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
、
一
宮
町
の
蜂
城
山
（
は
ち
じ
ょ
う

さ
ん
）
山
頂
に
あ
る
天
神
社
で
、
一
宮
町
文
化
協

会
書
道
部
・
蜂
城
天
神
社
主
催
に
よ
る
「
第
四
十

回
蜂
城
山
書
道
展
」
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
応
募
作
品
は
５
９
２
点
で
「
草
原
」

「
夕
顔
」
な
ど
の
多
く
の
作
品
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

・
天
神
社
大
賞
　
金
子
　
佳
樹
（
一
宮
北
小
６
年
）

・
浅
間
神
社
賞
　
鈴
木
　
彩
伽
（
一
宮
中
３
年
）

・
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
直
樹
（
一
宮
中
１
年
）

・
山
梨
放
送
賞
　
鈴
木
さ
や
か
（
一
宮
西
小
５
年
）

・
香
雲
賞
　
　
　
田
村
あ
や
か
（
一
宮
西
小
４
年
）

・
特
別
推
薦
　
　
岩
間
　
萌
楓
（
一
宮
南
小
３
年
）

・
特
別
推
薦
　
　
丸
山
　
さ
き
（
一
宮
北
小
２
年
）

竹を使ったけん玉作りをする参加者

　
８
月
24
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
合
唱
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
笛
吹
少
年
少
女
合
唱
団
は
平
成
19
年
５
月
に
「
地

域
に
子
ど
も
た
ち
の
合
唱
団
を
」
の
声
に
応
え
て
、

中
村
淳
氏
（
山
梨
県
合
唱
連
盟
顧
問
）
の
指
導
の

も
と
、
市
教
育
委
員
会
、
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
後
押
し
に
よ
り
市
内
の
小

中
学
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
20
名
の
団
員
が
２
０
０
名
を
超
え
る

観
客
を
前
に
、
27
も
の
楽
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

団
員
の
澄
み
切
っ
た
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。

「崖の上のポニョ」を披露する合唱団

　
８
月
19
日
、
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活

協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
山
梨
と
の
協
働
事
業
と

し
て
、
太
陽
光
エ
コ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
91
名
の
児
童
が
参
加
し
、
生
活
協
同

組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
山
梨
の
方
々
が
講
師
と
な
り
、

廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
身
近
な
内
容
を
テ
ー
マ
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
イ

ズ
を
行
い
な
が
ら
エ
コ
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

学
び
ま
し
た
。

　
な
お
、
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
と
「
独

立
行
政
法
人
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
」
の
共
同
研
究
に
よ
り
、

太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
１
年
間
で
、
１
万
６
５
０
kwh
（
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
）
の
発
電
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
一
般
家
庭
の
約
３
年
間
分
の
消
費
電
気
量
に

相
当
し
ま
す
。

　
８
月

19

日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
H
a
p
p
y
�

S
p
a
c
e
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
」
に
よ
る
子
育
て
に
関

す
る
講
演
会
が
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
未
就
学
児
の
親
子
を
対
象
に
、
栗
田
真

司
氏
（
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授
）
が
子

ど
も
の
心
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
と
あ
わ
せ
て
、
同
法
人
と
市
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
石
和
地
域
事
務
所
に
よ
り
、
市

内
の
中
・
高
校
生
を
対
象
に
、
パ
パ
マ
マ
体
験
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
は
助
産
師
の
指

導
の
も
と
、
妊
婦
体
験
用
の
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
て

歩
い
て
み
た
り
、
ま
た
、
講
演
会
に
参
加
し
て
い

る
方
の
子
ど
も
を
実
際
に
抱
っ
こ
し
た
り
一
緒
に

遊
ん
だ
り
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
、

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、
い
の
ち
の
こ
と
を
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

エネルギークイズに答える児童

　
８
月
20
日
、
市
役
所
に
お
い
て
山
梨
県
警
察
本

部
青
木
交
通
部
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
８
月
９
日
を
も
っ
て
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
２
０
０
日
を
達
成
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
は
児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅

広
い
交
通
安
全
教
育
の
推
進
を
は
じ
め
、
交
通
関

係
機
関
や
団
体
な
ど
と
協
力
し
た
街
頭
活
動
の
強

化
な
ど
の
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

子どもと遊ぶパパママ体験講座参加者表彰状を受取る金子佳樹さん（左）



◆
石
和
図
書
館
　
4
日（
月
）・
12
日（
火
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館
　
6
日（
水
）・
13
日（
水
）・

16
日
（
土
）
※
学
び
の
杜
み
さ
か
電
気

点
検
の
た
め
休
館
・
20
日
（
水
）・
27
日

（
水
）・
29
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館
　
4
日（
月
）・
11
日（
月
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館
　
4
日（
月
）・
11
日（
月
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
）

◆
境
川
図
書
室

3
日
（
日
）・
10
日
（
日
）・
11
日
（
月
）・

17
日（
日
）・
24
日（
日
）・
31
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

4
日
（
月
）・
12
日
（
火
）・
18
日
（
月
）・

25
日（
月
）・
29
日（
金
）

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

10
月
２
日（
土
）・
９
日（
土
）・
16
日（
土
）・

23
日（
土
）・
30
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

10
月
７
日（
木
）午
前
11
時
か
ら

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

10
月
14
日（
木
）午
前
11
時
か
ら

２
階
　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

10
月
21
日（
木
）・
28
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

�
10
月
２
日（
土
）午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

10
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

10
月
15
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会

10
月
30
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

視
聴
覚
室

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
　
〜
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会
〜

10
月
３
日（
日
）・
10
日（
日
）・
24
日（
日
）・

31
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
10
月
６
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

10
月
８
日（
金
）・
22
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
10
月
９
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
10
月
17
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

10
月
20
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
エ
ン
ジ
ョ
イ�

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ�

ハ

ロ
ウ
ィ
ン

10
月
2
日（
土
）・
9
日（
土
）・
16
日（
土
）・

23
日（
土
）・
30
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

※
10
月
は
通
常
の
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し

会
は
お
休
み
で
す
。

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

10
月
6
日（
水
）・
13
日（
水
）・
20
日（
水
）・

27
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
さ
か
い
が
わ

　（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
）

10
月
2
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も（
乳
幼
児
向
け
）

10
月
５
日（
火
）・
26
日（
火
）

�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！

10
月
９
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

�
（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

10
月
16
日
（
土
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

10
月
23
日
（
土
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館（
担
当
�

雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

　あきひろさんの言葉にはみんなを元気

にする力があります！

　絵本のことから生き様まで・・今年もパ

ワー全開です。

▼日時　10月20日（水）午後2時から

▼場所　御坂児童センター

▼入場　無料

　各館で楽しい企画を用意してお待ちしています！　図書館でハロウィンを楽しもう♪�

（詳しくは前頁の図書館インフォメーションをご覧ください。）

【石和図書館】　「ハロウィンパーティー」

【御坂図書館】　「ハロウィンおはなし会」

【一宮図書館】　「リサ＆ガスパールハロウィンおはなし会」

【八代図書館】　「エンジョイ�イングリッシュ��ハロウィン」

【境川図書室】　「ハロウィンさかいがわ」

【春日居ふるさと図書館】　「おりがみでハロウィン！」

　図書館を活用して学び力UP！！　全国の優れた作品を展示します。

▼期間　10月23日（土）～11月3日(水)　　▼場所　御坂図書館

　“二度と戦争を起こしてはならない”戦

争体験者の心の叫び。戦争とはなにか・・あ

らためて考えてみませんか。

▼日時　10月31日（日）午後2時から

▼場所　石和図書館　2階視聴覚ホール

▼定員　100名（要申し込み）

▼入場　無料　＊来場者全員に素敵なプ

レゼントがあります。

▼申込方法　10月1日（金）より受付開始。

　図書館カウンターまた

　はお電話でお申し込み

　ください。

■申込・問合せ先

　石和図書館

　☎�055（262）5959



　
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
市
内
各
地
で
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
場
に
は
、
綿
あ
め
や
ヨ
ー
ヨ
ー
、
カ
キ
氷
な
ど
の
屋
台
が
立
ち
並
び
、

は
な
や
か
な
ダ
ン
ス
・
音
楽
演
奏
、
盆
踊
り
な
ど
の
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
期
間
中
、
天
気
に
恵
ま
れ
て
多
く
の
方
が
参
加
し
、
ま
つ
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
に
熱
気
を
帯
び
た
夏
ま
つ
り
を
写
真
で
振

り
返
り
ま
す
。

夜空を彩った約一万発の打ち上げ花火

西アフリカ、ギニア共和国の伝統音楽を演奏するグループ名「サブニュマ八ヶ岳」夏の夜に、にぎわうおごっそう家

八代町文化協会軽音楽部が「ルパン三世のテーマ」などを演奏お祭りステージで、軽やかなダンスを披露するダンスグループ「C・D・I」

太鼓の演奏する、かすがい西・東保育所の園児

大久保山に赤く燃え上がった「大」の文字と花火

勢いよく練り歩くみこし行列 かがり火が映す鵜匠の伝統の技。連日たくさんの観客が訪れました。 連日、きらびやかに夜空に舞った花火

期間中は坊ヶ峯ふるさと祭りなどの会場でごみの
分別の啓発を行いました。坊ヶ峯ふるさと祭りの
リサイクルステーション



　今年も「みさかの湯」「なごみの湯」「ももの里温泉」「やまゆりの湯」では、

笛吹市が誕生した10月に、市民の皆さんに感謝を込めて「市民感謝デー」を開

催し、「入館料無料ご招待」等のサービスを提供します。

▼対象　市内在住の方

※当日は、受付で運転免許証・健康保険証等の住所を確認できる証明書の提示

をお願いします。

▼日時　10月5日（火）　　●「みさかの湯」　　午前10時～午後10時

　　　　　　　　　　　　��●「なごみの湯」　　午前10時～午後9時

　　　　　　　　　　　　��●「ももの里温泉」　午前10時～午後9時

　　　　　　　　　　　　��●「やまゆりの湯」　午前10時～午後7時

▼内容

●「みさかの湯」

・市内在住の方を入館料無料ご招待

・食堂のバラ関係メニュー（10種類）を20%割引

・リラクゼーションコーナーでスペシャルコース（10分500円）をご用意

　

●「なごみの湯」

・市内在住の方を入館料無料ご招待

・リラクゼーションコーナーでスペシャルコース（10分500円）をご用意

●「ももの里温泉」

・市内在住の方を入館料無料ご招待

・食堂のラーメン（500円）を20%割引

・リラクゼーションコーナーでスペシャ

　ルコース（10分500円）をご用意

　■�問合せ先

　�「みさかの湯」　☎055（261）6166

　�「なごみの湯」　☎055（230）5551

　�「ももの里温泉」☎0553（47）4126

　�「やまゆりの湯」☎0553（26）3667
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